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運用参 f 呆守編 


装置の運用および保守じついて説明します。 


曰常の保守（370ページ） 

日常使う上で確認しなければならない点やファイルの管理、クリーニングの方 
まについて説明します。 

システム診断 （375 ページ） 

診断ユーティリティの使い方について説明します。 

障害時の対処 （378 ページ） 

故障かな？と思ったときに参照してください。トラブルの原因の磕認方法やそ 
の対処方法について説明しています。 

保守ツール （424 ページ） 

保守ツールの使い方について説明します。 


電力制御機能に関するま意事項 （430 ページ） 

電力制御機能じついて説明します。 


移動と保管 （432 ページ） 

本体を移動-保管する際の手順やを意事項について説明します。 


ユー ザーサボート （434 ぺージ） 

本製品に関するさまざまなサービスについて説明します。サービスは弊社、お 
よび弊社が認をした保守サービス会社から提供されるものです。ぜひご利用く 
ださい。 


0NL- 己 10_01 7_06_R 1 20b 1 -000-04 -1110 
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曰おの巧巧 

装置を常にべストな状態でお使いになるために、ここで説明する磕認や保守をを期的に行って 
<ださい。万一、異常が見られた場合は、無理な操作をせずに保守サービス会社に保守を依頼 
してください。 


アップデートの確認 • 適用 


Express 5800シリーズでは、本体および周辺機器の BIOS、FW (ファームウエア）、ドライバ 
などのアップデート情報を弊社 Web サイトの]: i 下のページに掲載しています。システムの安 
を稼働のため、常に最新のアップデートを適用いただくことをお勧めいたします。 


NEC コーポレートサイト ( h 打 p :// www . nec . co . jp /) 

[サポート.ダウン□一 鬥一 [ PC サーバ] 

なお、本体の BIOS、FW (ファームウェア）につきましては、適用が必要なアップデートの橫 
出)-ダウン□—ド-適用をサポートするツール 「 ExpressUpdate 」 も提供しています。 
「 ExpressUpdate 」 は、本体添付の DVD 「 EXPRESS 目 ULDER 」 内に格納されています。 



• 最新アップデートのダウン□ードおよび適用作業は、お客様自身で実施 
<ださい。 

• 最新アップデートの適用にあたっては、万一の場合に備えて、適用前に 
データをバックアップされておくことをお勧めいたします。 
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9細1り：《 h ■•— . 

9JDM1 13:43 ESMPRO/SM ESMI>iI>of 

1S3-1 681.1 J1 aOtWJDMl じ :3¢ ESHPRO/SU ESUCpuPar 

193 .W8.I.U1 化脚 DM0 1333 ESMPR 的 U LmHOAf 

192.16 $.1.151 扣 的ぶ MO じ 注） ESUPRO/SM 山>化化 
193.1¢81.151 の 的ぶ M0 13:18 ESMPRO/SU ESMCpuPaf 

193.1 化 1.U1 30 脚 DM0 じ 1.10 ESMPRO/SM ESUCpnPof 

193-168.1,111 aOOJJDMO じが ESUPRO/SM ESUCpoM 




く ESMPRO でチェックする画面 > 



アラー トの確認 


システムの運用中は、 ESMPRO で障害状況を監視してください。 

管理 PC 上の ESMPRO / Se 「 ve 「 Ma ^ lage 「にアラートが通報されていないか、常にを意するよう 
んがけてください。 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「の「アラートビューア」でアラートが通報され 
ていないかチェックしてください。 


ESMPRO/ServerManager アラートビユーア 


ステータスランプの確認 


本体の電源を ON にした後、およびシャットダウンをして本体の電源を OFF にする前に、本体 
前面じあるランプの表示を磕認してください。ランプの機能と表示の内容については「八ード 
ウェア編」の169ページをご覧ください。万一、本体の異常を示す表示が磕認された場合は、 
保守サービス会社に連絡して保守を化頼してください。 
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走:期的に本体の八ードディスクドライブ内の大切なデータをバックアップすることをお勃め 
します。最適なバックアップ用ストレージデバイスやバックアップツールについてはお買い求 
めの販売店にお問い合わせください。 

八ードウェアの構成を変更したり、 BIOS の設をを変更した後は、オフライン保守ユーティリ 
ティの「システム情報の管理」機能を使ってシステム情報のバックアップをとってください 
(132 ページを参照）。 

RAID システムを構築しているシステムでは、 EXPRESS 目 ULDER を使用して RAID システム 
のコンフィグレーション情報をバックアップしてください。また、八ードディスクドライブの 
故障によるリビルドを行った後もコンフィグレーション情報をバックアップすることをお勧 
めします。コンフィグレーション情報のバックアップについては、第3章「ソフトウェア編」 
EXPRESSBUILDER を参照してください。 


クリーニング 


装置を良い状態に保つためにを期的にクリーニングしてください。 



警告 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こず 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


本体のクリーニング 

本体の外観のミちれは、柔らかい乾いた布でミちれを巧き取ってください。ミちれが落ちじくいとき 
は、次のような方まできれいになります。 



Hi 


• シンナ ー 、ベンジンなどの揮発性の溶剤は使わないでください。材質の 

いたみや変色の原因になりまず。 I 

• コンセント、ケーブル、本体背面のコネクタ、本体内部は絶対に水など! 
でめ5さないで < ださい。 
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1. 本体の電源が日 FF (P 日 WER ランプ消灯）になっていることを確認する。 

2. 本体の電源コードをコンセントから抜く。 

3. 電源コードの電源プラグ部分についているほこりを乾いた布でふさ取る。 

4. 中性洗剤をめるま湯または水で薄めて柔らかい布を浸し、よく絞る。 

己.ミちれた部分を手順4の巧で少し強めにこすってミちれを取る。 

目.真水でめらしてよく絞った巧でもラー度ふく。 

7. 乾いた巧でふく。 


キーボード/マウスのク U —ニング 

キーボードは本体および周辺機器を含むシステム全体の電源が OFF ( POWER ランプ消な）に 
なっていることを磕認した後、キーボードの表面を乾いた布で巧いてください。 

マウスが正常に機能するためには、内部のマウスボールがスムーズに回転できる状態でなけれ 
ばなりません。マウスボールのミちれを防ぐためにほこりの少ない場所で使用して、定期的に次 
の手順でクリーニングしてください。 


1. 本体の電源が日 FF (P 日 WER ランプ消灯）になっていることを確認する。 


マウスボール 

マウスボールカバー 


3. マウスボールを乾いた柔らかい巧などでふいて、ミちれを取り除く。 

ミちれがひどいときはめるま湯、または水で薄めた中性洗剤を少量含ませてふいてく 
ださい。 

4. マウス内部にある3つの小さな 
□ーラを綿棒などでふく。 

ミちれがひどいときは アルコールな 
どを少量含ませてふいてくださ 
い。 

己.マウスボールをマウスの中に戻 
す。 

手順3、4でマウスボールや□-ラをめらした場合は、十分に乾燥させてからボール 
を入れてください。 

6. マウスボールカバーを元に戻して、時計回りに回して□ックする。 




2. マウスを裏返してマウスボールカ 
ノ く一を反時計回りに回して中から 
マウスボールを取り出す。 
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ディスクのクリーニング 

CD - ROM などの光ディスクにほこりがついていたり、トレーにほこりがたまっていたりする 
とデータを正しく読み取れません。次の手順に従ってを期的にトレー、ディスクのクリーニン 
グを行います。 


1. 本体の電源が日 N (P 日 WER ランプ点灯）になっていることを確認する。 

2. 光ディスクドライブ前面のトレーイジェクトボタンを押す。 

トレーが光ディスクドライブから化てきます。 

3. ディスクを軽く持ちながらトレーから取り出す。 

，■〇 ディスクの信号面に手び触れないようま意してください。 


4. トレー上のほこりを乾いた柔らかい巧でふき取る。 

wO 光ディスクドライブのレンズをクリーニングしないでください。レンズが傷つ 
いて誤動作の原因となります。 

日.トレーを軽く押してトレーを光ディスクドライブに戻す。 

6. ディスクの信号面を乾いた柔らかい布でふく。 


ディスクは、中 f こ、か5が側に向けてふいてください。クリーナをお使いになる 
ときは、専用のクリーナであることをお確かめください。レコード用のスプ 
レー、クリーナ、ベンジン、シンナーを使用ずると、ディスクの内容び読めな 
くなったり、装置にそのディスクをセットした結果、故障したりずるおそれび 
あります。 



〇 X 


テープドライブのクリーニング 

テープドライブのへ、ソドのミちれはファイルのバックアップの失敗やテープカートリッジの損 
傷の原因となります。定期的に専用のクリーニングテープを使つてクリーニングしてくださ 
し、クリーニングの時期やクリーニングの方法、および使用するテープカートリッジの使用期 
間や寿命についてはテープドライブに添付の説明書を参照してください。 
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システム診断 

システム診断は装置に対してを種テストを行います。 

「 EXPRESSBULDER 」 の 「Tool menu 」 から 「Test and diagnostics 」 を選択して彰断して 
ください。 


システム診断の内容 


システム診断には、次の項目があります。 

• 本体に取り付けられているメモリのチェック 

• CPU キャッシュメモリのチェック 

• システムとして使用されている八ードディスクドライブのチェック 


W -0 システム診断を巧う時は、必ず本体に接続している LAN ケーブルをがしてくだ 
■to さい。接続したままシステム診断を行うと、ネットワークに影響をおよぼずお 
それびあります。 



ハードディスクドライブのチェックでは、ディスクへの書き込みは行いませ 
ん。 


システム診断の起動と終了 


システム診断には、本体に直接接続されたコンソール（羊ーボード）を使用する方法と、シ 
リアルポート経由で接続されている管理 PC のコンソールを使用する方ま（コンソールレス） 
があります。 

それぞれの起動方法は次のとおりです。 


" tO r 保守ツール」では、コンソールレスでの通信方法に LAN と COM ポートの2つ 
の方法を記載していまずび、コンソールレスでのシステム診断では COM ポー 
卜のみを使用することができまず。 


1. シャットダウン処理を行った後、本体の電源を日 FF にし、電源コードをコンセント 
から抜く。 

2. 本体に接続している LAN ケーブルをすべて取り外す。 

3. 電源コードをコンセントに接続し、本体の電源を日 N にする。 

4. 「EXPRESSBUILDER」DVD を使ってシステムを起動する。 












376 システム診断 


己.本体のコンソールを使用して起動する場合は 「Tool menu(Nornnal mode )」 を、 
コンソールレスで起動する場合は [Tool menuCRedirection mode )」 を選択す 
る。 


システムによっては 、 Language selection メニューが表示される場合がありま 
区エック I す 。 Language selection メニューが表示された場合は fJapaneseJ を選択し 
ます。 


6. TOOL MENU の 「Test and diagnostics 」 を選択する。 

Test and diagnostics の 「 End-User Mode 」 を選択してシステム診断を開始しま 
す。約3分で診断は終了します。 

診断を終了するとディスプレイ装置の画面が次のような表示に変わります。 


試験タイトル 



試験タイトル 

診断ツールのを称およびバージョン情報を表示します。 

試験ウインドウタイトル 

診断状態を表示します。試験終了時には Test End と表示します。 

試験結果 

診断開始-終了 -経過時閨および終了時の状態を表示します。 

ガイドライン 

ウィンドウを操作する羊一の説明を表示します。 


試験簡易ウインドウ 

診断を実行したを試験の結果を表示します。カーソル行で < Ente 「> 羊一を押すと試 
験の詳細を表示します。 


システム診断でエラーをお化した場合は試験簡易ウィンドウの該当する試験結果が 
ホく反転表示し、ち側の結果じ rAbnormal End 」 を表示します。 

エラーを橫化した試験にカーソルを移動し < Erite 「> キーを押し、試験詳細表示に化 
力されたエラーメッセージを記録してお買い求めの販売店、または保守サービス会 
社に連絡してください。 
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7. 画面最下段の「ガイドライン」に従し KEsc > キーを押す。 

じ(下のエンドユーザーメニューを表示します。 


TeDoLi (TEst & Diagnosis On Linux) VerOOl.OO (BuildO 20901.1 .Im) 
— Enduser Menu - 


cTest Result> 


Lis わ 


<Device I 
<Log Inf( 
<Option> 
<Reboot> 


Please choose a function by the arrow key and push Enter key. 


く Test Result > 

前述の診断終了時の画面を表示します。 

く D 巨 vie 巨 List > 

接続されているデバイスー覧情報を表示します。 

く Log lnfo > 

試験□グを表示します。試験□グを保存することができます。試験□グを 
保存する場合は、 FAT フォーマット済みのリムーバブルメディアをセットし、 
く Save ( F )> を選択してください。 

< Option > 

オプション機能が利用できます。 

く R 巨 boot > 

システムを再起動します。 

8. 上記エンドユーヴーメニューでく Reboot 〉 を選択する。 

再起動し、システムが EXPRESSBUILDER から起動します。 

9. EXPRESS 巨 UILDER を終了し、光ディスクドライブから DVD を取り出す。 

10. 本体の電源を日 FF にし、電源コードをコンセントから抜く。 

11. 手順2.で取り外した LAN ケーブルを接続し直す。 

12. 電源コードをコンセントに接続する。 

じ(上でシステム診断は終了です。 
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障害時の対処 

「故障かな？」と思ったときは、ここで説明する内容について磕認してください。該当するこ 
とがらがある場合は、説明に従って正しく対処してください。 


障害箇所の切り分け 


万一、障害が発生した場合は、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「を使って障害の発生箇所をお認し、 
障害が八ードウエアによるものかソフトウエアによるものかを判断します。 

障害発生個所や内容の磕認ができたら、故障した部品の交換やシステム復旧などの処置を行い 
ます。 

障害が八ードウエア要因じよるちのかソフトウエア要因によるちのかを判断するには、 

[51\/|ド1^0/5がソ6「1\/|311396「が便利です。 



サーバの障害発生箇所、 
および障害内容を確認 
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エラーメッセージ 


本体になんらかの異常が起きるとさまざまな形でエラーを通知します。ここでは、エラーメッ 
セージの種類について説明します。 

POST 中のエラーメッセージ 

本体の電源を ON にすると自動的に実行される自己診断機能 「 POST 」 中に何らかの異常を橫 
出)すると、ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。また、エラーの内容に 
よってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。 



AE81 : 

CPU1_ 


w i t 卜 

error is enabled. 

AE01 : 

CPU1_ 


has 

been disabLed. 

AE04 : 

CPU1_ 

_DIMM4 

has 

been disabLed. 


メモリの故障を示すメ、ソセージ 
CPU 1_ DIMM 1 と CPU 1_ DIMM 4 が故障して縮 
退し、 CPU 1_ DIIV 1 M 1 を強制立ち上げした場合 
の表示） 



次にエラーメッセージの一覧と原因、その対処方法を示します。 


W -0 保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示やビープ音のパター 
ンをメモしておいてください。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報と 
なります。 



POST のエラーメッセージー覽は本体のみのものです。マザーホードに接続さ 
れているオプションの SCSI コントローラボード、 RAID コントローラに搭載さ 
れている BIOS のエラーメッセージとそのが処方法についてはオプションに添 
付の説明書を参照してくださし、。 
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画面に表示されるエラーメッセージ 


ディスプレイ上の エラーメ ッ セージ 

意味 

巧処方法 

8001 

Rea L time clock error 

リアルタイムク□、ソクエラ ー。 

SETUP を起動して、時刻や日がを設定 

8002 

Check date and time 
settings 

リアルタイムク□ックの時刻設定に 
誤りがある。 

し直してください。設定し直しても同じ 
エラーが統けて起きるときは保守サービ 
ス会社に連絡して<ださい。 

8003 

System battery is 
dead - Replace and run 
SETUP 

システムのバッテリがない。 

保守サービス会社に連絡してバッテリを 
交換して<ださい。（交換後、 SETUP を 
起動して設定し直して < ださい。） 

8005 

Previous boot incom¬ 
plete - Default con- 
Tiguration used 

前回のシステム起動時 POST が完 
了しませんでした。 

SETUP で設定し直してください。 

8006 

System configuration 
data cleared by Jump- 
e r . 

ジャンパによって SETUP の設定が 
クリアされた。 

SETUP の設定を再度行ってください。 

8007 

SETUP Menu Password 
cleared by Jumper . 

ジャンパによって SETUP メニュ ー 
パスワードがクリアされました。 

SETUP でパスワードを再設定してくだ 
さい。 

8010 

Graphics controlLer 
was not detected. 

Graphics コント□—ラがお出され 
なかった。 

保守サービス会社に連絡してください。 

8800 

DXE_NB_ERR0R 

Chip Set の初期化でエラーがネ矣化 
された。 


8801 

DXE_N0_C0N_IN 

Console の初期化でエラーがネ矣化 
された。 


8802 

DXE_N0_C0N_0UT 


8803 

PEI_DXE_C0RE_N0T_F0UN 

D 

円 ash ROM の故障がお出された。 


8804 

PE し DXEIP し N0 し FOUND 



8805 

DXE_ARCH_PR0T0C0L_N0T 

_AVAILABLE 



8806 

PE し RESET_N0 し AVAILAB 
LE 

システムの Reset が正常に行われ 
なかった。 


8807 

DXE_RESET_N0 し AVAILAB 
LE 



8808 

DXE FLASH UPDATE FAIL 
ED 

円 ash ROM への書き込みが正常に 
行われなかった。 


8830 

PEI_REC0VERY_N0_CAPSU 

LE 

円 ash ROM のリカバリが正常に行 
われなかった。 


8831 

PEI_RECOVERY_PPI_N0T_ 
FOUND 



8832 

PE し RECOVERY-FAILED 



9000 

PEI_CPU_N0_MICR0C0DE 

未サポートの CPU 搭載をお化し 

十し。 


9001 

Unsupported CPU de¬ 
tected on CPU #1 


9002 

Unsupported CPU de¬ 
tected on CPU #2 



9021 

Unsupported CPU Speed 
detected on CPU #1 

未サポートのク□、ソクスピードの 
CPU 搭載をネ矣出した。 


9022 

Unsupported CPU Speed 
detected on CPU #2 



9040 

PEI_CPU_SELF_TEST_FAI 

LED 

CPU の初期化でエラーがネ矣出され 
た。 


9060 

PEI_CPU_MISMATCH 

CPU # 1と#2とで異なった CPU が 
搭載されている。 


A001 

Memory Error detected 
in CPU し DIMM1 

CPU 1 DIMM 1 でエラーをお化し 
た。 


A002 

Memory Error detected 
in CPU1_DIMM2 

CPU 1_ DIMM 2 でエラーをお化し 
た。 


A003 

Memory Error detected 
in CPU1_DIMM3 

CPU 1_ DIMM 3 でエラーを検出し 
た。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

A004 

Memory Error detected 
in CPU し DIMM4 

CPU 1_ DIMM 4 でエラーを検出し 
た。 

保守サービス会社に連絡してください。 

A005 

Memory Error detected 
in CPU1_DIMM5 

CPU 1_ DIMM 5 でエラーを検出し 
た。 


A006 

Memory Error detected 
in CPU し DI 開 6 

CPU 1_ DIMM 6 でエラーをお化し 
た。 


A007 

Memory Error detected 
in CPU2_DIMM1 

CPU 2_ DIMM 1 でエラーをお化し 
た。 


A008 

Memory Error detected 
in CPU2_DIMM2 

CPU 2 DIMM 2 でエラーをお出し 
た。 


A009 

Memory Error detected 
in CPU2_DIMM3 

CPU 2 DIMM 3 でエラーをお化し 
た。 


AOOA 

Memory Error detected 
in CPU2_DIMM4 

CPU 2_ DIMM 4 でエラーをお化し 
た。 


AOOB 

Memory Error detected 
in CPU2_DIMM5 

CPU 2_ DIMM 5 でエラーをお化し 
た。 


AOOC 

Memory Error detected 
in CPU2_DIMM6 

CPU 2_ DIMM 6 でエラーをお化し 
た。 


AE01 

CPU し DIMM1 has been 
disabled. 

メモリエラーをネ矣化した。 

CPU 1 DIMM 1 が縮退している。 


AE02 

CPU し DIMM2 has been 
disabled. 

メモリエラーをネ矣化した。 

CPU 1 DIIV 1 M 2 が縮退している。 


AE03 

CPU し DIMM3 has been 
disabled. 

メモリエラーをネ矣化した。 

CPU 1 DIIV 1 M 3 が縮退している。 


AE04 

CPU1_DIMM4 has been 
disabled. 

メモリエラーを検出した。 

CPU 1 DIMM 4 が縮退している。 


AE05 

CPU し DIMM5 has been 
disabled. 

メモリエラーをお出した。 

CPU 1 DIMM 5 が縮退している。 


AE06 

CPU し DIMM6 has been 
disabled. 

メモリエラーをネ矣出した。 

CPU 1 DIMM 6 が縮退している。 


AE07 

CPU2_DIMM1 has been 
disabled. 

メモリエラーをネ矣出した。 

CPU 2 DIMM 1 が縮退している。 


AE08 

CPU2_DIMM2 has been 
disabled. 

メモリエラーをネ矣出した。 

CPU 2 DIIVlM 2 が縮退している。 


AE09 

CPU2_DIMM3 has been 
disabled. 

メモリエラーをネ矣出した。 

CPU 2 DIIVlM 3 が縮退している。 


AEOA 

CPU2_DIMM4 has been 
disabled. 

メモリエラーをお出した。 

CPU 2 DIMM 4 が縮退している。 


AEOB 

CPU2_DIMM5 has been 
disabled. 

メモリエラーをお出した。 

CPU 2 DIMM 5 が縮退している。 


AEOC 

CPU2_DIMM6 has been 
disabled. 

メモリエラーをお出した。 

CPU 2 DIMM 6 が縮退している。 


AE81 

CPU し DIMM1 with error 
is enabled. 

CPU 1 DIMM 1 を縮退したが全ての 
メモリが縮退中のため強制的に有効 
とした。 


AE82 

CPU1_DIMM2 with error 
is enabled. 

CPU 1 DIIV 1 M 2 を縮退したが全ての 
メモリが縮退中のため強制的に有効 
とした。 


AE83 

CPU し DIMM3 with error 
is enabled. 

CPU 1 DIMM 3 を縮退したが全ての 
メモリが縮退中のため強制的に有効 
とした。 


AE84 

CPU1_DIMM4 with error 
is enabled. 

CPU 1 DIIV 1 M 4 を縮退したが全ての 
メモリが縮退中のため強制的に有効 
とした。 


AE85 

CPU し DIMM5 with error 
is enabled. 

CPU 1 DIMM 日を縮退したが全ての 
メモリが縮退中のため強制的に有効 
とした。 


AE86 

CPU1_DIMM6 with error 
is enabled. 

CPU 1 DIIV 1 M 6 を縮退したが全ての 
メモリが縮退中のため強制的に有効 
とした。 


AE87 

CPU2_DIMM1 with error 
is enabled. 

CPU 2 DIMM 1 を縮退したが全ての 
メモリが縮退中のため強制的に有効 
とした。 


AE88 

CPU2_DIMM2 with error 
is enabled. 

CPU 2 DIIV 1 M 2 を縮退したが全ての 
メモリが縮退中のため強制的に有効 
とした。 
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ディスプレイ上の エラーメツセー ジ 

意味 

巧処方法 

AE89 

CPU2_DIMM3 with error 

IS enabled. 

CPU 2 DIMM 3 を縮退したが全ての 
メモリが縮退中のため強制的に有効 
とした。 

保守サービス会社に連絡してください。 

AE8A 

CPU2_DIMM4 with error 
is enabled. 

CPU 2 DIMM 4 を縮退したが全ての 
メモリが縮退中のため強制的に有効 
とした。 


AE8B 

CPU2_DIMM5 with error 
is enabled. 

CPU 2 DIMM 5 を縮退したが全ての 
メモリが縮退中のため強制的に有効 
とした。 


AE8C 

CPU2_DIMM6 with error 
is enabled. 

CPU 2 DIMM 6 を縮退したが全ての 
メモリが縮退中のため強制的に有効 
とした。 


B000 

DXE_LEGACY_0PR0M_N0_ 

SPACE 

オプション ROM の展開エリアがあ 
りません。 

Boot させないボードのオプション ROM 
展開を無効にしてください。 

B001 

Expansion ROM not 
initialized - PCI 

Slot IB 

PCI ス□、ソト1目のオプション 

ROM の展開ができませんでした。 

そのボードより Boot させない場合はそ 
のボードのオプション ROM の展開を無 
効にしてください。. 

B004 

Expansion ROM not 
initialized - PCI 

Slot 1C 

PCI ス□、ソト 1 C のオプション 

ROM の展開ができませんでした。 


BOOA 

Expansion ROM not 
initialized - PCI 

Slot OA 

PCI ス□、ソト 0 A のオプション 

ROM の展開ができませんでした。 


B030 

PCI System Error on 
Bus/Device/Function 

PCI SERR をネ矣化した。 

保守サービス会社に連絡してください。 

B040 

PCI Parity Error on 
Bus/Device/Function 

PCI PERR をネ矣化した。 


C010 

The error occurred 
during temperature 
sensor reading 

温度センサの読み出し中にエラーを 
ネ矣出した。 


C011 

System Temperature 
out of the range. 

温度異常をお出した。 

ファンの巧障、またはファンの目詰まり 
が考えられます。保守サービス会社に連 
絡して保守を依頼して<ださい。 

C020 

The error occurred 
during voltage sensor 
reading. 

電圧センサの読み化し中にエラーを 
ネ矣出した。 

保守サービス会社に連絡してください。 

C021 

System Voltage out of 
the range. 

システムの電圧に異常を検出した。 


C040 

SROM data read error 

SROM のデータリードエラー。 


C041 

SROM data checksm bad 

SROM のデータチェックサムエ 
ラー。 


C060 

SMBus device Error 
detected. 

SM Bus でエラーがお化された。 


C061 

1st SMBus device Er¬ 
ror detected. 

1 st SM Bus でエラーがお化され 
た。 


C062 

2nd SMBus device Er¬ 
ror detected. 

2 nd SM Bus でエラーがお化され 
た。 


C063 

3rd SMBus device Er¬ 
ror detected. 

3 rd SM Bus でエラーが検出され 
た。 


C064 

4th SMBus device Er¬ 
ror detected. 

4 th SM Bus でエラーがお化され 
た。 


C065 

5th SMBus device Er¬ 
ror detected. 

5 th SM Bus でエラーがお化され 
た。 


C066 

6th SMBus device Er¬ 
ror detected. 

6 th SM Bus でエラーがお化され 
た。 


C101 

BMC Memory Test 

Failed. 

BMC デバイス（チップ）のエラー。 

一度電源を OFF にして、起動し直して 
<ださい。それでも直6ない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

C102 

BMC Firmwa re Code 

Area CRC check 
f aiLed. 


C103 

BMC core hardware 
f a i Lure. 



C104 

BMC IBF or OBF check 
failed. 

BMC のアドレスへのアクセスに失 
敗した。 


C105 

BMC SEL area fuL L. 

システムイベント□グを書き込める 
容量がない。 

SETUP を起動して、 「 Server 」 メニュ ー 
の 「 Event Log Conriguration 」で 、「 Clear 

All Error Logs 」 を選び、 < Enter > キーを 
押して□グを消去してください。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

C106 

BMC set in progress 
monitoring timeout. 

BMC チェックを一時中断した。 

一度電源を OFF にして、起動し直して 
<ださい。それでも直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

C107 

BMC command access 
f aiLed. 

BMC コマンドアクセスに失敗し 
た。 

C108 

Cou Ld not redirect 
the console - BMC Busy 

コンソールリダイレクトができない 
(BMC ビジー）。 


C109 

Cou Ld not redirect 
the console - BMC Er¬ 
ror - 

コンソールリダイレクトができない 
旧 MC エラー）。 


C10A 

Cou Ld not redirect 
the console - BMC Pa¬ 
rameter Error - 

コンソールリダイレクトができない 
旧 MC パラメータエラー）。 


C10B 

BMC Platform Informa¬ 
tion Area corrupted. 

BMC デバイス（チップ）エラー。 


C10C 

BMC update t irmwa re 
corrupted. 



C10D 

Interna L Use Area of 
BMC FRU corrupted. 

Chassis 情報を格納した SROM の 
故障。 

致命的な障害ではありませんが、一度電 
源を OFF にして、起動し直してくださ 
し、それでも直らない場合は保守サービ 
ス会社に連絡して<ださい。 

C10E 

BMC SDR Repository 
empty. 

目 MC デバイス（チップ）エラー。 

一度電源を OFF にして、起動し直して 
<ださい。それでも直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

C10F 

IPMB signal Lines do 
not respond. 

SMC (Sattelite Management 
Controller ) の故障。 

致命的な障害ではありませんが、一度電 
源を OFF にして、起動し直してくださ 
し、それでも直らない場合は保守サービ 
ス会社に連絡して<ださい。 

C110 

BMC FRU device faiL- 

ure - 

Chassis 情報を格納した SROM の 
故障。 

致命的な障害ではありませんが、一度電 
源を OFF にして、起動し直してくださ 
し、それでも直らない場合は保守サービ 
ス会社に連絡して<ださい。 

cm 

BMC SDR Repository 
f a i Lure. 

センサデータレコード情報を格納し 
た SROM の故障。 

一度電源を OFF にして、起動し直して 
<ださい。それでも直らない場合は保守 
サービス会社し連絡してください。 

C112 

BMC SEL device fai L- 

ure - 

目 MC デバイス（チップ）の故障。 

C113 

BMC RAM test error. 

BMC RAM のエラー。 


cm 

BMC Fatal hardware 

error - 

BMC のエラー。 


C115 

Management cont roller 
not responding 

BMC のエラー。 

RMC のファームウエアをアップ□-ド 
してください。それでも直らない場合は 
保守サービス会社に連絡してください。 

C116 

Private 12C bus not 
responding. 

プライベートに C バスより無応答。 

一度電源を OFF にして、起動し直して 
<ださい。それでも直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

C117 

BMC interna し excep¬ 
tion 

BMC のエラー。 

cm 

BMC A/D timeout er¬ 
ror - 

BMC のエラー。 


C119 

SDR repository cor¬ 
rupt. 

BMC のエラーまたは SDR のデー 
夕の破損。 


Cl 1 A 

SEL corrupt. 

BMC のエラーまたはシステムイべ 
ント□グのデータの破損。 


C200 

The error occurred 
during memory conTig- 
uration check. 

Memory の情報が正常に取得できな 
かった。 


C201 

Memory Configuration 
change is detected. 

前回の起動から Memory の構成に 
変化があった。 

前回の起動から構成が変更された場合に 
表示されます。構成が変更されていない 
場合に表示された場合には保守サービス 
会社に連絡して<ださい。 

C202 

The error occurred 
during CPU conTigura- 
t ion check. 

CPU の情報が正常に取得できな 
かった。 

一度電源を OFF にして、起動し直して 
<ださい。それでも直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

C203 

CPU Configuration 
change is detected. 

前回の起動から CPU の構成に変化 
があった。 

前回の起動から構成が変更された場合に 
表示されます。構成が変更されていない 
場合に表示された場合には保守サービス 
会社に連絡して<ださい。 
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ビープ 音による エラー 通知 

POST 中にエラーを橫化しても、ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示できない 
場合があります。この場合は、一連のビープ音でエラーが発生したことを通知します。エラー 
はビープ音のい<つかの音の組み合わせでその内容を通知します。 

たとえば、ビープ音が1回、連続して3回、3回、1回の組み合わせで鳴った（ビープコード： 1- 
3-3-1) ときはメモリの容量チェック中のエラーが起きたことを示します。 

次にビープコードとその意□ホ、対処方法を示します。 


ビープコード 

意味 

巧処方法 

1 -3-3-1 

メモリを検化できない 
メモリの容量チエック中のエラー 
未サポート CPU が実装されている可能性が 
る0 

DIMM の取り付け状態を確認してください。 
それでも直らない場合は保守サービス会社に 
連絡して DIMM 、 CPU 、 またはマザーボード 
を交換して < ださい。 

1-1 

グラフィックコント□ーラを検出できない。 

保守サービス会社に連絡してマザーボードを 
交換して < ださい。 

1 

POST でエラーお化された。 

保守サービス会社に連絡してマザーボードを 
交換して < ださい。 

3 

BIOS の実行部分の読み込みができません。 
もしくは、 BIOS の実行部分がありません。 

保守サービス会社に連絡してマザーボードを 
交換してください。 

4 

BIOS の実行部分の初期化が行えません。 

保守サービス会社に連絡してマザーボードを 
交換してください。 

7 

システムのリセ、ソトが行えません。 

保守サービス会社に連絡してマザーボードを 
巧換して < ださい。 
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仮想 LCD 上の エラーメッセージ 

EXPRESSSCOPE エンジン2 ( BMC ) Web ブラウザ画面上で、仮想 LCD のエラーメッセージ 
を磕認できます。上段と下段それぞれのエラーメッセージの一覧と障害内容、その対処方法を 
W します。 

仮想 LCD じついては、 EXPRESSSCOPE エンジン2ユーザーズガイドを参照してください。 


LCD 上段表示 
BIOS メッセージ 


LCD 下段表示 
己 MC メッセージ 


ファイル(り漏集を）ま示な）も尉こ入り姐）ツ-ルの AJ げお） 

二に]ぶ! 

1 巧 

〇 戻る， J. 因函づレなま 々わ 気;入口 ぞ IB* み旦 

アドレス(0| 过 http：// 192.168 .2.123/topJa.htm?Auth=10BA173B 29587 D7D38E 4386873 FFA48E 

J 已 ;嫩1リシゥ 


>4dvancedRemote Management 


リモート制な! IPM 脂報 


本ページからサーィ；への指示を実施することが巧能です。メニュー/ S 斗しくはシヨ 
—トカットからサーィ S への指示を選巧してください。 



お 1 巧 い卜 C0 m.nec.jp.b me 城 ivc.ma in-Gungnir 


• LCD 上段表示メッセージ 


LCD 上段表示 
BIOS メッセージ 

障害内容 

巧処方法 

XX BIOS Rev XXXX 

POST 実行中の表示です 

POST が完了するまでお待ちください。 

Prepare To Boot 

POST が完了ずると表示されます。正常 
に動作しています。 

Boot が完了ずるまでお待ち<ださい。 

CPU 1 _DIMM C-Err 

CPU 1側のどれかのメモリで修復巧能な 
エラーが発生しました。 

エラーは修復されましたのでそのまま運用し 
てください。 

CPU 2 _DIMM C-Err 

CPU 2 側のどれかのメモリで修復可能な 
エラーが発生しました。 

エラーは修復されましたのでそのまま運用し 
てください。 

Mem Err Disable 

メモリの修復可能エラーが多発しました。 

保守サービス会社に連絡してください。 

Mem Reconfigured 

メモリが縮退した状態で動作しています。 

PCI Bus SERR XX 

PCI バスの SERR が発生しました。 

PCI Bus PERR XX 

PCI バスの PERR が発生しました。 
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• LCD 下段表示メッセージ 


LCD 下段表示 

BMC メッセージ 

障害内容 

巧処方法 

Prod VccpAlm XX 

電圧異常を検出。 

XX が09の場合上限異常を示す。 

XX が02の場合下限異常を示す。 

警告レベルの電圧異常をお出。 

XX が07の場合上限警告を示す。 

XX が00の場合下限警告を示す。 

保守サービス会社に連絡してくださ 
い。 

Proc 2 VccpAlm XX 

ProdPVttAlm XX 

Proc 2 PVtt Aim XX 

Prod 1.5 vAlm XX 

Proc 2 1.5 v Aim XX 

BB 1.0 vsb Aim XX 

BB 1.1 v Aim XX 

BB 1.2 vsb Aim XX 

BB +1.5 V Aim XX 

BB +1.8 V Aim XX 

BB 1.8 vsb Aim XX 

BB +3.3 V Aim XX 

BB 3.3 vsb Aim XX 

BB +5.0 v Aim XX 

BB 5 vsb Aim XX 

B 己 + に V Aim XX 

VBAT Aim XX 

BB Tempi Aim XX 

温度異常をお化した。 

XX が09の場合高温異常を示す。 

XX が02の場合低温異常を示す。 

警告レベルの温度異常をお化した。 

XX が07の場合高温警告を示す。 

XX が00の場合低温警告を示す。 

ファンの故障またはファンの目詰ま 
りが考えられます。保守サービス会 
社に連絡して保守を依頼して < ださ 
い。 

FP Temp Aim XX 

Prod Therm % XX 

Proc 2 Therm % XX 

CPU 1 DIMM 1 Temp XX 

CPU 1 DIMM 2 Temp XX 

CPU 1 D 1 MM 3 Temp XX 

CPU 1 DIMM 4 Temp XX 

CPU 1 DIMM 5 Temp XX 

CPU 1 DIMM 6 Temp XX 

CPU 2 DIMM 1 Temp XX 

CPU 2 DIMM 2 Temp XX 

CPU 2 DIMM 3 Temp XX 

CPU 2 DIMM 4 Temp XX 

CPU 2 DIMM 5 Temp XX 

CPU 2 DIMM 6 Temp XX 

DUMP Request ! 

ダンプボタンが押された。 

メモリダンプが採取し終わるまでお 
待ちください。 

OS shutdown Aim 

0 S の STOP エラーが発生した。 

画面に表示されたメッセージを記録 
し、メモリダンプが採取し終わるま 
でお待ちになった後、保守サービス 
会社に連絡し保守を化頼して<ださ 
い。 

Power Unit 1 Aim 

電源ユニット1の異常が発生した。 

電源コードが接続されているか確認 
し、それでも直らない場合は、保守 
サービス会社に連絡して保守を依頼 
してください。 

Power Unit 2 Aim 

電源ユニット2の異常が発生した。 

Proc Missing 

CPU が実装されていない。 

保守サービス会社に連絡し、 CPU ま 
たはマザーボードを交換してくださ 
い。 
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LCD 下段表示 

BMC メッセージ 

障害内容 

巧処方法 

Prod T-Trip 

CPU 1 の温度異常により強制電源 

OFF を行った。 

保守サービス会社に連絡してくださ 
い。 

Proc 2 T-Trip 

CPU 2 の温度異常により強制電源 

OFF を行った。 

ChipSet T-Trip 

ChipSet の温度異常により強制電源 
OFF を巧った。 

CPU 1 _DIMM U-Err 

CPU 1側のどれかのメモリで修復不 
能エラーが発生した。 

CPU 2 _DIMM U-Err 

CPU 2 側のどれかのメモリで修復不 
能エラーが発生した。 

Processor 1 ERR 

CPU 1 の内部エラー ( IERR ) が発生 
した。 

Processor 2 ERR 

CPU 2 の内部エラー ( IERR ) が発生 
した。 

SMI timeout 

システム管理割り込み処理中にタイ 
ムアウトが発生した。 

WDT timeout 

ウォッチドックタイマタイムアウト 
が発生した。 

HDD 1 Fault 

八ードディスクドライブが縮退し 
た状態で動作しています（オプ 
シヨンの RAID コント□ーラ 
( N 8103-に9/130/ 134) または才 
ンボードの RAID コント□ーラ 
(LSI Embedded MegaRAID ™) 使 
用時のみサポート）。 

HDD 4 Fault 〜 HDD 6 Fault は 2.5 

型ディスクモデルのみ。 

HDD 2 Fault 

HDD 3 Fault 

HDD 4 Fault 

HDD 己 Fault 

HDD 6 Fault 

Sys Fan 1 R Alarm 

ファンアラームをお化した。 

ファンの故障またはファンの目詰ま 

Sys Fan 2 R Alarm 


りが考えられます。保守サービス会 


社に連絡して保守を依頼して<ださ 

Sys Fan 3 R Alarm 


い。 

Sys Fan 4 R Alarm 



Sys Fan 5 R Alarm 



Sys Fan 抓 Alarm 



Sys Fan 7 R Alarm 



Sys Fan 1 F Alarm 



Sys Fan 2 F Alarm 



Sys Fan 3 F Alarm 



Sys Fan 4 F Alarm 



Sys Fan 己 F Alarm 



Sys Fan 6 F Alarm 



Sys Fan 7 F Alarm 
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Windows のエラーメッセージ 

Windows オペレーティングシステムの起動後に致命的なエラー （ STOP エラーやシステムエ 
ラー）が起きるとディスプレイ装置の画面がブルーに変わり、エラーに関する詳細なメッセー 
ジが表示されます。 


*** STOP: 日 xOOOOOOOA (0x00000074, 0x00000002, 0x00000001, 0x80108E7A) 

IRQ し N0 し LESS_0 し EQUAL*** Address 80108 E7A has base at 8010000 ntoskrnL.exe 


画面に表示されたメッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 

また、このエラーが起きると自動的にメモリダンプを実行し任意のディレクトリにメモリダン 
プのデータを保存します （ r メモリダンプ（デバッグ情報）の設を」（113ページを参照)）。の 
ちほど保守サービス会社の保守員からこのデータを提供していただくよう依頼される場合が 
あります。 MO や DAT などのメディアにファイルをコピーしての保守員に渡せるよう準備して 
おいてください。 


wO STOP エラーやシステムエラーび発生しシステムを再起動したとき、仮想メモ 

リび不足していることを示ずメッセージび表示されることがありまずび、その 
まま起動してください。 


このファイルをメディア(こコピーする前(こ、イベントビューアを起動して、シ 
II エック I ステムイベント□グで Save Dump のイベント□グが記録され、メモリダンプ 
が保をされたことを確認して < ださい。 


このほかにもディスクやネットワーク、プリンタなど内蔵デバイスや周辺機器にエラーが起き 
た場合にも警告メッセージが表示されます。メッセージを記録して保守サービス会社に連絡し 
てください。 

ヴーノ く管理アプリケーシヨンからのエラーメッセージ 

ESMPRO / ServerAgent や ESMPRO / ServerManager 、 RAID システム管理ユーテイリテイな 
どの管理ツールを本装置や管理 PC へインストールしておくと、何らかの障害が起きたときに 
管理 PC や本体に接続しているディスプレイ装置から障害の内容を知ることができます。 

各種アプリケーションのインス I -ールや運用方まじついてはソフトウェア編、またはオンライ 
ンドキュメントを参照してください。 

ESMPRO を使ったシステム構築やを種設定の詳細についてはオンラインヘルプで詳しく説明 
されています。 
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思うようじ動作しない場合は修理に化す前に次のチェックリストの内容じ従って本装置を 
チェックしてください。リストにあるを状に当てはまる項目があるときは、その後の確認、処 
理に従ってください。 

それでも正常に動作しない場合は、ディスプレイ装置の画面に表示されたメッセージを記録し 
てから、保守サービス会社に連絡してください。 


本体について 

[?] 電源び ON にな5なし、 

n 電源が本体に正しく供給されていますか？ 

一電源コードが本体の電源規格に合ったコンセント（または UPS ) じ接続され 
ていることを確認してください。 

-> 本体に添付の電源コードを使用してください。また、電源コードの被覆が破 
れていたり、プラグ部分が巧れていたりしていないことを確認してください。 

一接続したコンセントのブレーカが ON になっていることを磕認してください。 

一 UPS に接続している場合は、 UPS の電源が ON になっていること、および UPS 
から電力が化力されていることを磕認してください。詳しくは UPS に添付の 
説明書を参照してください。 

また、目 IOS セットアップユーティリティで UPS との電源連動機能の設定がで 
きます。 

n POWER スイ、ソチを押しましたか？ 

一本体前面にある POWER スイッチを押して電源を ON ( POWER ランプ点灯）に 
してください。 

[?1 電源び OFF にならなし、 

n POWER スイ、ソチの®止機能を有効にしていませんか？ 

一いったんシステムを再起動して、目 IOS セットアップユーティリティを起動し 
てください。 

く磕認するメニュ ー：[" Security 」 一 「Power Switch Inhibit 」 > 

[?] POST び終わ！5ない 


n メモリが正しく搭載されていますか？ 

ー メモリが正しく搭載されているか磕認してください。 

n 大容量のメモリを搭載していますか？ 

-搭載しているメモリサイズによってはメモリチェックで時間がかかる場合が 
あります。しばらくお待ちください。 
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n システムの起動直後に车ーボードやマウスを操作していませんか？ 

- 起動直後に羊ーボードやマウスを操作すると、 POST は誤って丰ーボードコン 
卜□ーラの異常を橫化し、処理を停止してしまうことがあります。そのとき 
はもう一度、起動し直してください。また、再起動直後は、 BIOS の起動メッ 
セージなどが表示されるまで车ーボードやマウスを使って操作しないようを 
意してください。 

n 本装置で使用できるメモリ • PCI デバイスを搭載していますか？ 

一弊社が指をする機器 W 外は動作の保証はできません。 

[?1 内蔵デバイスや外付けデバイスにアクセスできない（または正しく動作しなし、) 

n ケーブルは正しく接続されていますか？ 

ーインタフエースケーブルや電源ケーブル（コード）が確実に接続されている 
ことを磕認してください。また接続順唐が正しいかどうか磕認してください。 

n 電源 ON の順番を間違っていませんか？ 

一外付けデバイスを接続している場合は、外付けデバイス、本体の順に電源を 
ON にします。 

n ドライバをインス I -ールしていますか？ 

一 接続したオプションのデバイスじよっては専用のデバイスドライバが必要な 
ものがあります。デバイスじ添付の説明書を参照してドライバをインス I -一 
ルしてください。 

n オプションボードの設定を間違えていませんか？ 

一 PCI デバイスについては通常、特に設定を変更する必要はありませんが、ボー 
ドによっては特別な設定が必要なものもあります。詳し<はボードに添付の 
説明書を参照して正し < 設をしてください。 

ーシリアルポートやパラレルポート、 US 巨ポートに接続しているデバイスにつ 
いては、 I / O ポートアドレスや動作モードの設定が必要なものもあります。デ 
バイスに添付の説明書を参照して正しく設定して<ださい。 

[?1 キーボードやマウスが正しく機能しなし、 

□ ケーブルは正しく接続されていますか？ 

一本体背面や前面にあるコネクタに正しく接続されていることを磕認してくだ 
さい。 

一本体の電源が ON になっている間に接続すると正しく機能しません （ US 目デバ 
イスを除く）。いったん本体の電源を OFF じしてから正しく接続してください。 

n 目 I 0 S の設定を間違えていませんか？ 

一目 I 0 S セットアップユーティリティでキーボードの機能を変更することができ 
ます。目 I 0 S セットアップユーティリティで設定を磕認してください。 

n ドライバをインストールしていますか？ 

- 使用している 0 S に添付の説明書を参照して丰ーボードやマウスのドライバが 
インストールされていることを確認してください（これらは 0 S のインストー 
ルの際に標準でインス!-ールされます）。また、 0 S によっては丰ーボードやマ 
ウスの設をを変更できる場合があります。使用している 0 S に添付の説明書を 
参照して正しく設をされているかどうか確認してください。 
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[?] CD-ROM などの光磁気ディスクにアクセスできない-正しくち生できない 

n 光ディスクドライブのトレーに磕実にセットしていますか？ 

ートレーじはディスクを保持するホルダーがあります。ホルダーで磕実じ保持 
されていることを確認してください。 

n 本装置で使用できるディスクですか？ 

一 CD 規格に準拠しない「コピーガードがき CD 」 などのディスクじつきまして 
は、 CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

一 Macintosh 専用のディスクは使用できません。 

[?] A - ドディスクドライブにアクセスでさなし、 

n 本体で使用できる八ードディスクドライブですか？ 

一弊社が指定する機器 W 外は動作の保証はできません。 

n 八ードディスクドライブは正しく取り付けられていますか？ 

一八ードディスクドライブの取りがけ状態やケーブルの接続状態を磕認して< 
ださい。 

[?1 SCSI 機器（内蔵-外付け）にアクセスできない 

n 本体で使用できる SCSI 機器ですか？ 

一弊社が指定する機器 t (外は動作の保証はできません。 

n SCSI コント□ーラの設定を間違えていませんか？ 

ーオプシヨンの SCSI コント□ーラボードを搭載し、 SCSI 機器を接続している場 
合は、 SCSI コント□ーラボードが持つ巨 IOS セットアップユーティリティで正 
しく設をしてください。詳しくは SCSI コント□ーラボードに添付の説明書を 
参照してください。 

n SCSI 機器の設をを間違えていませんか？ 

一外付け SCSI 機器を接続している場合は 、 SCSI ID や終端抵抗などの設をが必要 
です。詳しくは SCSI 機器に添付の説明書を参照してください。 

[?] 0 S を起動できなし、 

n PCI カードにディスクアレイ装置が接続されていますか？ 

一 BIOS Setup の巨 0 ot メニューの HDD Drive BBS Priorities でブートデバイスの 
設定変更を行って<ださい。 

□ 「 EXPRESS 巨 ULDER 」 DVD をセットしてし^ませんか？ 

一 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を取り出)して再起動してください。 

[?] ネットワーク上で認識されなし、 

n ケーブルを接続していますか？ 

一本体背面にあるネットワークポートに磕実に接続してください。また、使用 
するケーブルがネットワークインタフエースの規格に準拠したものであるこ 
とを磕認してください。 
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n 目 IOS の設をを間違えていませんか？ 

一 BIOS セットアップユーティリティで内蔵のネットワークコント□ーラを無効 
にすることができます。巨 IOS セットアップユーティリティで設をを磕認して 
ください。 

n プ日トコルやサービスのセットアップを済ませていますか？ 

一本体ネットワークコント□ーラ用のネットワークドライバをインス I -ールし 
てください。また、 TCP/IP などのプ□トコルのセットアップやを種サービス 
が痛実に設定されていることを確認して<ださい。 


Windows について 


[?j Windows Server 2008 R2/Windows Server 20 日扫 /Windows Server 2 日日 3 の 

システム起動時に、システムイベント□グに次のような内容の警告び記録される場合び 

ちる 


イベント ID : 

ソース： 

種類： 

分類： 

説明： 


イベント ID : 

ソース： 

種類： 

分類： 

説明： 

イベント ID : 

ソース： 

種類： 

分類： 

説明： 


イベント ID : 

ソース： 

種類： 

分類： 

説明： 


11 

iANSMiniport 

警告 

なし 

次のアダプタリンクは接続されていません。 
Intel ( R ) 〜 


13 

iANSMiniport 

警告 

なし 

Iritel ( R ) 〜がチームで無効化されました。 


16 


iANSMiniport 

警告 

なし 

[チームを]、最後のアダプタはリンクを失いました。ネットワークの接続 
が失われました。 


22 


iANSMiniport 

警告 

なし 

プライマリアダプタはプ□—ブをネ矣化しませんでした。 Intel ( R ) 〜 
原因でチームが分割されている可能性があります。 


-ネットワークアダプタでチームを設をした場合、システム起動時に上記のイ 
ベント□グが記録されますが、 LAN ドライバの動作上問題ありません。 
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[?] Windows Server 2008 R 2 /Windows Server 2008のシステム起動時、巧のよう 

な内容の警告びシステムイベント□グに記録される場合がある 

イベント ID : 27 

ソース : e 1 qexpress 

種類 ：警告 

説明 ： Intel ( R ) 82576 Gigabit Dual Port Network Connec ... 

Network link has been disconnected . 

ーシステム起動時またはシステムのアップデート適用時に記録される場合、シ 
ステム動作上問題ありません。 


[?j Windows Server 2008 R 2 /Windows Server 2 日日 8 のインストール時、ジスァム 

のアップデート時に!^ソ下のような警告がアプリケーションイベント□グに記録される場 

合がある 

イベント ID : 63 

ソース ： WMI 

種類 ：警告 

説明 ：プ□バイダ Ncs 2 は Loca に ystem アカウントを使うために Windows 

Management Instrumentation 名!前空闇 Root ¥ lntelNCS 2 に登録され 

ました。このアカウントじは特権があり、プ□バイダがユーザー要求を 
正しく偽装しない場合はセキュリティ違反が起こる可能性があります。 

- システム運用上問題ありません。 


[?] Windows Server 2008 R 2 のインス I ルを巧うと、1^ソ下のようなシステムイベン 

卜□グが登録される場合がある 

イベント D :134 

ソース ： Microsoft - Windows - Time-Service 

種類 ：警告 

説明 ： II での DNS 解みエラーのため、 NtpCIient でタイムソースとして使う手 

動ピアを設をできませんでした。3473457分後に再試行し、それじ(降 
は2倍の間隔で再試行します。 

- システム運用上問題ありません。 


[?] Windows Server 2008 R 2 のインス I ルを巧うと、1^ソ下のようなアプリケーシヨ 

ンイベントログが登録される場合がある 


イベント ID :1534 

ソース : Microsoft - Windows-User Profiles Service 

種類 ：警告 

説明 ：コンポーネント {56 EA 1054-1959-467 f - BE 3 B - A 2 A 787 C 4 B 6 EA } の 

イベント Create のプ□ファイル通知は失敗しました。 


- システム運用上問題ありません。 

イベントの：1015 

ソース ： Microsoft - Windows - Security-SPP 

種類 ：警告 

説明 ： HRESULT の詳細情報。 

返された hr = 0 XC 004 F 022、 元の hr = 0 x 80049 E 00 


ライセンス認証後に登録されていなければ、システム運用上問題ありません。 
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[?1 Windows Server 2008 R 2 の運用中、 iSCSI を認識しているげ態で OS を再起動した 

場合、巧のような警告がシステムィベント□グに記録される場合がある 

イベント ID :1 
ソース ： iScsiPrt 

種類 ：エラー 

説明 ：ィニシエーターは夕ーゲットへの接続に失敗しました。ダンプデータ 

にターゲット IP アドレスと TCP ポート番号が示されています。 

一詳細じついては次の Microsoft 社の Web サイトを参照してください。 
http://support.microsott.com/kb/976072/ja 


[?] Windows Server 2008 R 2 の運用中、書き込み禁止ボリュームをちずるサーバへ 

シャドーコピーインポートを巧った場合、夕のような警告びアプリケーシヨンイベント 

□ グに記録される場をびある 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


8193 

VSS 

エラー 

ボリュームシャドウコピーサービスエラー：ルーチン 
I0CTL_D に K—GET_DRIVE 丄 AYOUT_EX(¥¥?¥mpio#disk&verLnec 
&prod_istorage_1 000 &「ev_ 1000# 1 & 7f6ac24&0& 303030303030 
303031303030303032383030304636#( GUID })- BuildLunInfo 
ForDrive の呼び化し中に予期しないエラーが発生しました。 
hr 二 0x800700 13,このメディァは書き込み禁止になつています。 

12289 

VSS 

エラー 

予期しないエラー 

DeviceloCont「ol(¥¥9¥sto「age#volunne#_?7_nnpio#disk&ven_nec& 
prod Jstorage _1000 &「ev_ 1000# 1 & 7f6ac24&0& 3030303030303 
03031303030303032383030304636#{ GUID}# 0000000000007 
e00#{ GUID 卜〇0000000000002 B8, x00560000, 
0000000000000000,0 ,0000000000486600,4096, [0])です。 
hr 二 0x8007001 3,このメディアは書き A み禁止になつています。 


一詳細については次の Microsoft 社の Web サイトを参照してください。 
http://support.microsoft.com/kb/ 200301 6/ja 


[?] Windows Server 2008 R 2 の運用中、フ□ッピードライブを有するヴーバヘシャ 

ドーコピーインポートを行った場合、次のような警告びアプリケーションイベント□グ 

に記録される場合びある 

イベント ID :12289 
ソース ： VSS 

種類 ：エラー 

説明 ： ボリュームシャドウコピーサービスエラー矛期しないエラー 

DeviceloControl(¥¥?¥fdc#generic_floppy_drive#6 & 6a032c4&0&0 
#{ GUID }-00000000000002B0,0x00560000, 

0000000000000000,0,00000000001 EC0E0,4096，[0]) です。 
hr 二 0x80070001 ，ファンクションが間違っています。 


一詳細については次の Microsoft 社の Web サイトを参照してください。 
http://support.microsoft.eom/kb/2003968/ja 
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[?] Windows Server 2008 R 2 のシステム使用時に、なのような内容の警告がシステム 

イベント□グに記録される場合びある 

イベント ID :1004 
ソース ： IPMIDRV 

種類 ：警告 

説明 ： IPMI デバイスドライバーは、通常の動作状態で IPMI 巨 MC デバイス 

と通信しようとしましたが、タイムアウトしたためじ通信に失敗しま 
した。 

IPMI デバイスドライバーに関連付けられたタイムアウト時間は長く 
することができます。 

一上記イベント□グが記録されることがありますが、通常は、 IPMI コマンドの 
リトライ処理が行われるため、運用上の支障はありません。 

[?] Windows Server 2008 R 2 摄境で「システムのアップデート」を実行ずると、 

シャットダウン時に l ^ TF のメッセージが一瞬表ちされることがある 

[表示メッセージ] 

1個のプ□グラムが閉じられていません： 

(待機中 ） Task Host Window 


ーシステムの運用上問題はありません。 

詳細については次の Microsoft 社の Web サイトを参照してください。 
http :// support . microsoft . com / kb /975777/ ja-jp 


[?] Windows Server 2008のインス I ルを巧うと、 l ^ TF のようなシステムイベント □ 

グが登録される置をびある 


イベント D 

ソース 

種類 

説明 


イベント D 

ソース 

種類 

説明 


イベント D 

ソース 

種類 

説明 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


5 

storflt 

警告 

The Virtual Storage Filter Driver is disabled through the registry . 

It is inactive for all disk drives . 

134 

Microsoft - Windows - Time-Service 

警告 

' time . windows . com ,0 x 9' での DNS 解まエラーのため 、 NtpCIient で夕 
イムソースとして使う手動ピアを設をできませんでした。 

15分後に再試行し、それじ(降は再試行間隔を2倍にします。 

エラー ： Hote inconnu . (0 x 80072 AF 9) 

263 

PlugPlayManager 

警告 

サービス ' ShellHWDetection ' は停止する前に、デバイスイベント通知 
の登録解除を行っていない可能性があります。 

7000 

Service Control Manager 

エラー 

Parallel port driver サービスを、次のエラーが原因で開始できませんで 
した： I 指定されたサービスは無効であるか、または有効なデバイスが関 
連がけられていないため、開始できません。 














396 障喜時の対処 


イベント ID :15016 

ソース ： Microsoft - Windows-HttpEvent 

種類 ：エラー 

説明 ：サーバー側認証用のセ车ュリティパッケージ Kerberos を初期化でき 

ません。データフィールドにはエラー番号が格納されています。 

- システム運用上、問題ありません。 


[?] Windows Server 2日08のインストールを行うと、於下のようなアプリケーシヨンイ 

ベント□グび登録される場合びある 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 

イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


63 

Microsoft - Windows-WMI 

警告 

プ□バイダ Ncs 2 は LocalSystem アカウントを使うためじ Windows 
Management Instrumentation さ)前空間 Root ¥ lntelNCS 2 に登録され 
ました。このアカウントじは特権があり、プ□バイダがユーザー要求 
を正しく偽装しない場合はセ羊ュリティ違反が起こる可能性がありま 
す。 


プ□バイダ IntelEthemetDiag は Loca に ystem アカウントを使うため 
じ Windows Management Instrumentation さ)前空間 Root ¥ CIMv 2 に 
登録されました。このアカウントには特権があり、プ□バイダがユー 
ザー要求を正しく偽装しない場合はセ丰ュリティ違反が起こる可能性 
があります。 

プ□バイダ WmiPerfClass は LocalSystem アカウントを使うために 
Windows Management Instrumentation さ)前空闇 「 oot ¥ cimv 2 に登 
録されました。このアカウントには特権があり、プ□バイダがユーザー 
要求を正しく偽装しない場合はセキュリティ違反が起こる可能性があ 
ります。 

1020 

EvntAgnt 

エラー 

レジストリ パラメータの 処理中に エラーが 発生しました。 

拡張エージェントは終了中です。 

1054 

Security - Licensing-SLC 

警告 

コンポーネントエラーです。 hr 二 0X80049E00, [4, 3] 

2019 

EvntAgnt 

エラー 

SNMP Event Log Extension Agent が正しく初期化されませんでし 
た。 


3001 

EvntAgnt 

警告 

□グファイルは末尾に配置されませんでした。 
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イベント 

ソース 

種類 

説明 


イベント 

ソース 

種類 

説明 


イベント 

ソース 

種類 

説明 


イベント 

ソース 

種類 

説明 


ID : 3003 
: EvntAgnt 
:警告 

:□グファイルの終わりの配置エラー 
一番古い□グレコードを取得できません。指定された八ンドルは 
17891340です。 

GetOldestEventLogRecord からのリターン〕ードは223です。 


システム運用上、問題ありません。 

ID : 6000 

: Microsoft - Windows-Winlogon 
:警告 

:通知イベントを処理する winlogon 通知サブスクライバーく GPCIient > 
を使用できませんでした。 

ID : 6001 

: Microsoft - Windows-Winlogon 
:警告 

: winlogon 通知サブスクライパーく GPCIien わで通知イベントに失敗し 

よし7 し0 

ID :1500 
: SNMP 

: エラー 

:レジストリ羊一 

SYSTEM ¥ Cu 「「 eril : Cont 「 olSet ¥ Se 「 vices ¥ SNMP ¥ Pa 「 amete 「 s ¥ Pe「nni 
ttedManagers を アクセスしているときに SNMP サービスはエラーを 
横化しました。 

システム運用上、問題ありません。 


[?] Windows Server 2008のインス I ルを巧うと、なのイベントがシステムイベント 

□グに記録される場合がある 

イベント D :10 

ソース ： VDS 動的なプ□バイダ 

説明 ：ドライバからの通巧を格納するが、プ□バイダに失敗しました。 

仮想ディスクサービスを再起動する必要があります 。 hr = 80042505 


詳細については次の Microsoft 社の Web サイトを参照ください。 
http :// support . microsoft . com / kb /948275 /ja 










398 障喜時の対処 


[?] 


Windows Server 2日08のインストールを巧うと、なのイベントびシステムイベント 

□グに記鐘される場合びある 


ソース 

種類 

イベント ID 
説明 


M に 「 0S0 け- Windows-Security-Ucensing-SLC 
警告 
1021 

SLUINotify サービスを開始できませんでした。 hr 二 0x80070424 


ライセンス認証画面より、ライセンス認証を行ってください。 


ソース 

種類 

イベント ID 
説明 


M に 「 0S0 け- Windows-User Profiles Service 

警告 

1534 

コンポーネント {56EA1054-1959-467f-BE3 目 -A2A787C4 目 6EA} の 
イベント Create のプ□ファイル通®は失敗しました。 

エラーコードは -2147023591 です。 


一 □グオン時一度登録される場合がありますが、システム運用上問題ありません。 

[?1 Windows Server 2008 のシステム使用時に、巧のような内容の警告びシステムイべ 

ント□グに記録される場合がある 

イベント ID :1004 
ソース ： IPMIDRV 

種類 ：警告 

説明 ： IPMI デバイスドライバーは、通常の動作状態で IPMI BMC デバイス 

と通信しようとしましたが、タイムアウトしたために通信に失敗しま 
した。 

IPMI デバイスドライバーに関連がけられたタイムアウト時闇は長く 
することができます。 

-上記イベント□グが記録されることがありますが、通常は、 IPMI コマンドの 
リトライ処理が行われるため、運用上の支障はありません。 

[?1 Windows Server 2003 x 目4 Editions のインストールを行うと、於下のようなイべ 

ント□グが登録される場合びある 


ソース 

種類 

イベント ID 
説明 


LoadPerf 

ェラー 

3009 

サービス C:¥WINDOWS¥syswow64¥ipsecprf.ini 
に: ¥WINDOWS¥syswow64¥ipsecp「f.ini) のパフォー マンスカウン 
夕の文字列をインス!'''ールできませんでした。エラーコードはデータ 
セクションの最初の DWORD です。 


-システム運用上、問題ありません。 
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[?] Windows Server 2003 x 目4 Editions のインストールを巧うと、 lUT のようなイべ 

ント□グび登録される場合びある 


ソース 

種類 

イベント ID 
説明 


DCOM 
エラー 
10016 

コンピュータ既定権限の設定:では 、 CLSID {555 F 3418- D 99 E -4 E 51- 
800 A -6 E 89 CFD 8 巨 1 D 7} をもつ COM サーバーアプリケーシヨンに対 
する□一カルアクティブ化アクセス許可をユーザー NT 
AUTHORITY¥LOCAL SERVICE SID に- 1-5-19) に与えることはでき 
ません。このセキュリティのアクセス許可は、コンポーネントサービ 
ス管理、 ソールを 使って変更できます。 

ーシステム運用上、問題ありません。 

[?] Windows Server 2003 x 目4 Editions のインストールを巧うと、 ■UTF のようなイべ 

ント□グが登録される場合がある 

ソース ： WinMgmt 

種類 ：警告 

イベントの： 5603 

説明 ：プ□バイダ Rsop Planning Mode Provider は WM 陷前空閨 

「 oot ¥ RSOP に登録されましたが、 HostingModd プ□パティが指定さ 
れませんでした。このプ□バイダは LocalSystem アカウントで実行さ 
れます。このアカウントには特権があり、プ□バイダがユーザー要求 
を正しく偽装しない場合はセ羊ュリティ違反が起こる可能性がありま 
す。プ□バイダのセキュリティの動作を磕認し、プ□バイダ登録の 
HostingModel プ□パティを、必要な機能が実行可能な最ル限の権限を 
持つアカウントに更新してください。 

ーシステム運用上、問題ありません。 

[?] Windows Server 2003 x 目4 Editions のインストールを巧うと、 ■UTF のようなイべ 

ント□グが登録される場合がある 


ソース 

種類 

イベント ID 
説明 


WinMgmt 

警告 

63 

プ□バイダ HiPerfCooke い/1は Loca に ystem アカウントを使うため 
に WMI を前空間 Roat ¥ WMI に登録されました。このアカウントには 
特権があり、プ□バイダがユーザー要求を正し<偽装しない場合はセ 
车ュリティ違反が起こる可能性があります。 

プ□バイダ WMIProv は LocalSystem アカウントを使うために WMI 
名前空間 Root ¥ WMI じ登録されました。このアカウントには特権があ 
り、プ□バイダがユーザー要求を正し<偽装しない場合はセ车ュリ 
ティ違反が起こる可能性があります。 


システム運用上、問題ありません。 












400 障害時の対処 


[?1 Windows Server 2003 x 目 4 Editions のインストールを巧うと、ソ下のようなイべ 

ント□グび登録される場_合びある 


ソース : Service Control Manager 

種類 ：エラー 

イベント ID : 7011 

説明 ： Dfs サービスからのトランザクション応答の待機中にタイムアウト 

(30000 ミリ秒）になりました。 

一再起動後にこのイベントが登録されていない場合、問題ありません。 


[?] 


Windows Server 20 日 3/Windows Server 2003 x 目 4 £ 出 1:1 〇口 5 で 1 口 1 目 1 〇 =1)_ 


PROSet をインストール時にアプリケーシヨン□グになのような警告が記録される場 

含がある 


ソース 

種類 

イベント ID 


WinMgmt 

警告 

5603 


説明 


プ□バイダ Ncs 2 は WMI さ)前空闇 RootHostingModel プ□パティを指 
定しませんでした。このプ□バイダは、 LocalSystem アカウントを使つ 
て実行されます。このアカウントは特権を与えられているため、プ〇 
バイダが正し<ユーザー要求を偽装できない場合、セ羊ュリティ違反 
を起こす可能性があります。 


- システム運用上問題ありません。 


[?] Windows の動作が不安定 

□ システムのアップデートを行いましたか？ 


一 0 S をインス I -ールした後にネットワークドライバをインストールすると動作 
が不安定になることがあります。 

システムのアップデート手順は、 「 EXPRESSBULDER 」 DVD に格納されてい 
るを 0 S のインストレーシヨンサプリメントガイドを参照してください。 


[?1 Windows Server 2003 ヴービスパックを適用後、 Windows Server 2003 R2 

D 旧 C 2 をインス I^ ールした 

ーサービスパックを再適用してください。なお 、 Windows Server 2003 R 2 
use 2 をインストール後に一度でもサービスパックを適用している場合は、 
サービスパックを再適用する必要はありません。 


* インス!-ール時の適用順唐が不明な場合は、サービスパック再適用を推奨 
します。 
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[?] Windows Server 2003 R 2 の運用虫、 m でのようなイベント□グが登録される撞をびある 


ソース 


IPMIDRV 


種類 

イベント ID 
説明 


ェラー 

1001 

IPMI デバイスドライバは、 IPMI 目 MC デバイスがシステムでサポート 
されているかどうか判断しようとしました。このドライバは、 SMBI 0 S 
の Type 38 レコードを橫索できることで IPMI 巨 MC を横化しようとし 
ましたが、レコードが見つからないか、レコードじデバイスドライバ 
のバージョンとの互換性がありませんでした。 SMBI 0 S の Type 38レ 
コードが見つかっている場合は、イベントの Dump Date フィールドじ 
このレコードがバイナリ表示されます。 


一 Windows Server 2003 R 2 において提供されている「八ードウエアの管理」 
を利用している場合、上記のイベント□グが登録されます。 

詳細な内容については、下記の 「Windows Server 2003 R 2 で提供される 
「八ードウエアの管理」利用の手引き」を参照してください。 


http :// support . express . nec . co . jp / care / techinfo / w 2 k 3 r 2_ wm.pdf 

[?1 なでのメッセージが表示され□グインでさな < なつた 


Windows 製品のライセンス認証 

続行する前に Windows のライセンス認証の手続きを実行してください。 
手続きが完了するまで□グオンすることはできません。 

今すぐ手統きを実行しますか？ 

コンピュータをシャットダウンするには[キャンセル]をクリックしてく 
ださい。 

いまいが)| I いいえ （N)| ヤンセルI 


n Windows 製品のライセンス認証手続きを完了していますか？ 

一 Windows Server 2003では、 Windows 製品のライセンス認証手続きを完了 
しないまま使用していると、上記のメッセージが表示されます。[はい]を選ん 
で Windows のライセンス認証の手続きを実行してください。 

[?] Windows Server 2003の運用中、イベントビューアに下記内容の EvntA 邑 nt の警告 

び登録される場合びある 

イベント ID : 1003 

説明： TraceFileName パラメータがレジストリにありません。 

使用した既定のトレースファイルはです。 

イベント ID : 1015 

説明： TraceLevel パラメータがレジストリにありません。 

使用した既定のトレースレベルは32です。 

- システム運用上、問題ありません。 


[?] Windows のインストールを正しくできない 


n インス!-ール時のを意事項を磕認していますか？ 


一 Windows Server 2003は88ぺージ（またはオンラインド车ュメント）を参照 
してください。 
















402 障善時の対処 


[?1 Windows のインス I "ール申、イベントビユーアのシステム□グに;欠のような内容の警 

告が記録 ぶれる 


ぺージング操作中にデバイス ¥Device¥CdRomO 上でエラーが検出されました。 


システムの運用上、問題ありません。 

[?1 Windows のインス!ル中、テキストベースのセットアップ画面で、文字化けした 

メッセージび表示され、インス!^ールび続行できない 

n 複数の八ードディスクドライブを接続したり、 RAID コント□ーラ配下に複数の論 
理ドライブを作成してインストールを行っていませんか？ 

一 0 S をインス I -ールする八ードディスクドライブ w 外の八ードディスクドライ 
ブをいったん取り外した状態でインストールを行ってください。 

一 RAID コント□ーラ配下のディスクじインストールする場合は、論理ドライブ 
を複数作成せず、1つだけ作成してインストールを行ってください。複数の論 
理ドライブを作成する場合は、インストール完了後、 RAID システムのコン 
フィグレーシヨンユーティリティを使用して追力□作成してください。 

[?1 Windows のインストール中、イベントビユーアのシステム□グに下の□グが出力さ 

れる 


サーバはトランスポー h¥Device¥Ne 旧 T_Tcpip_{.....} にバインドできませんでした。 


トランスポートが初期アドレスのオープンを拒否したため、初期化に失敗しました。 


ネットワークの別のコンピュータが同じを前を使用しているため、サーバーはトランスポート 
¥Device¥NetbiosSmb にバインドできませんでした。サーバーを起動できませんでした。 


ネットワークドライバの更新時に発生します。システムの運用上、問題あり 
ません。 
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[?] Windows のインストール後にデバイスマネージャで日本語10目/109キーボードが英 

語101/102キーボードと認識される 

ーデバイスマネージャでは英語101/102キーボードと認識されていますが、 

车ーボードの入力は日本語106/109キーボードの配列で行うことができます。 
日本語106/109キーボードに変更したいときは、 W 下の手順で変更してくだ 
さい。 

(1) [スタートメニュー]から[設定]を選択し、[コント□ールパネル]を起動する。 

(2) [管理ツール]内の[コンピュータの管理]を起動し、[デバイスマネージャ]をク 
リ 、ソク する。 

(3) [车ーボー鬥をクリックし、じ(下のプ□パティを開く。 

101/102英語キーボードまたは 、 Microsoft Natural PS /2 羊ーボード 

(4) [ドライバ]タブの[ドライバの更新をクリックし、[このデバイスの既知のドラ 
イパを表示してその一覧から選択する]を選択する。 

(5) 「このデバイスクラスの八ードウエアをすべて表示」を選択し、日本語 PS /2 
车ーボード （106/109 丰一）を選択して[次へ]をクリックする。 

(6) ウィザードに従ってドライバを更新してコンピュータを再起動する。 

(7) じ(下のメッセージが表示された場合は、[はい]をクリックして操作を続行する。 



[?] Windows の動作び不安定 


n システムのアップデートを行いましたか？ 

一 0 S をインス I -ールした後にネットワークドライバをインス I -ールすると動作 
が不安をになることがあります。112ページを参照してシステムをアップデー 
卜してください。 

[?] STOP エラーび発生した時、「自動的に再起動ずる」の設定で、設定どおりに動作しない 

一障害発生時に「自動的に再起動する」の設をにかかわらず、自動的に再起動 
する場合や再起動しない場合があります。再起動しない場合は、手動で再起 
動してください。また、この現象発生時に画面に青い縦線が入るなど、画面 
が乱れる場合があります。 

[?] ブルー画面 （ STOP エラー画面）で電源 OFF びできない 

- ブルー画面で電源を OFF にする時は、強制電源 0 FF ( P 0 WER スイッチを4秒間 
押し続ける)を行ってください。一度押しでは電源は OFF じなりません。 

[?] バックアップツールか！5システムをリストア後、動作がおかしし、 

一 EXPRESS 巨 ULDER を使ってシステムをアップデートしてください （1 12ぺ一 
ジ参照)。 


















404 障善時の対処 


[?1 Telnet ヴービスびインストールされていない 

ーコンピュータをを14文字じ(下にして、 < Telne けービスのインス I -- ル手順> 
じ従って Telnet サービスをインストールしてください。 

< Telne けービスのインストール手順> 

(1) スタートメニューから[ファイルをを指定して実行]をクリックする。 

(2) [さ)前]ボックスじ rtintsvr / service 」 と入力し、 [0 K ] をクリックする。 

(3) スタートメニューから[コント□ールパネル]-[管理ツール]-[サービス]を開き、 
サービスの一覧に Telnet サービスが登録されていることを確認する。 

* Telnet サービスのインストール後は、コンピュータをを15文字じ(上に設をして 
も問題ありません。 

[?1 /3 GB スイッチ使用時、 0 S び起動しなし、 

一 /3 GB スイッチ使用時、 0 S が起動しなくなる場合があります。 

その場合はじ(下の URL を参照し、 / userva スイッチを使用してユーザーモード 
の領域を適切な値に調整して<ださい。 

http :// support . microsoft . com / kb /316739 /ja 

[?1 システム時刻びずれる 


一 Windows Server 2008において、 NTP ( Netwo「k Time Protocol ) サーバなど 
時刻を調整するサーバを利用しない場合、実時刻に対してシステム時刻がず 
れることがあります。この場合は、 NTP サーバを利用するか 、 Windows Time 
サービスを無効に設をしてください。 
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EXPRESSBUILDER について 

rEXPRESSBUILDERJ DVD から起動できない場合は、次の点について磕認してください。 

n POST の実行中に EXPRESSBUILDER 」 DVD をセットし、再起動しましたか？ 

一 POST を実行中に rEXPRESSBUILDERJ DVD をセットし、再起動しないと 
エラー メッセージが表示されたり、 0 S が起動したりします。 

n 目 I 0 S のセットアップを間違えていませんか？ 

一目 I 0 S セットアップユーティリティでブートデバイスの起動順唐を設定するこ 
とができます。目 I 0 S セットアップユーティリティで光ディスクドライブが最 
初に起動するよう順唐を変更して<ださい。 

く磕認するメニュー： 「 Boot 」 > 

n ホフォーマット状態の円 ash FDD 、 又は FD を接続していませんか？ 

一接続されている円 ash FDD 、 又は FD が Windows からフォーマット済みと認識 
されることを5在認してください。ホフォーマット状態の場合はフォーマット 
してください。 

□ 巨 00 1 selection 画面で 『Os installation *** default ***』 を選択した場合に W 下のよ 
うなメッセージが表示されます。 

メッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 


メッセージ 

原因 

EXPRESS 己 UILDER は、このコンピュータを動作対象としていません。 
正しいバージョンをセットして 「0 K 」 ボタンを押してください。 

( roK 」 ボタンを押すと再起動します） 

EXPRESSBUILDER の対象マシンで 
はありません。 

対象マシンで実行して<ださい。 

マザーボード上の八ードウエアに関する情報を取得できませんでした。 
対象外の機種、またはマザーボードが故障している可能性があります。 

( roK 」 ボタンを押すと再起動します） 

マザーボード交換時など、 
EXPRESSBUILDER が装置固有情報 
を見つけられない場合に表示されま 
す。 

マザーボード上の八ードウエアに関ずる情報が不正です。 

対象外の機種、またはマザーボードが故障している可能性がありまず。 

( マザーボード交換直後にこのエラーが化たときは 、 「Maintenance 

Utility 」 を使って八ードウエアの情報を正しく設定してください）。 


n Windows 用 OEM - 口 sk が作成できない場合、下のようなメッセージが表示され 
ます。 

メッセージの内容を確認して、原因にある対処を行ってください。 


メッセージ 

原因 

フォーマットに失煎しました 

書き込み禁止になっているか、フ□、ソピーディスクが破損している可能 
性があります。 

フ□、ソピーディスクを確認し、再度 OEM - Disk の作成を実行してくださ 

Flash FDD もしくはフ□、ソピーディ 
スクが書き込み禁止になっています。 
書き込み禁止を解除して<ださい。 

フ□、ソピーディスクをご使用の場合 
で、書き込み禁止になっていない場 
合、フ□、ソピーディスクドライブを 
接続しなおしてください。 

ファイルの削除に失敗しました 

書き込み禁止になっていないかなど、メディアの状態を確認して<ださ 
い。 












406 障害時の対処 


シームレスセットアップについて 

く Windows 〉 

[?] ドメインに参加するように設定したのに、ワークグループでインス I "ールされている 

-> LAN ケーブルが接続されていなかった場合、ドメイン参力□設定ではな<、 
ワークグループ設定でインストールされます。 0 S 起動後に、ドメイン参力□を 
行ってください。 

[?1 シームレスセットアップ中、が付け八ードディスクドライブの中身び消去された 

□ 0 S をインス I —ルする八ードディスクドライブ外の八ードディスクドライブを 

接続していませんか？ 

一 0 S をインス I -ールする八ードディスクドライブ JU 外の八ードディスクドライ 
ブを取り外し、シームレスセットアップを行ってください。 

[?1 ネットワークの接続名び 『Local Area Connection 』 になっている 

ー シームレス セットアップの仕様です。 

ネットワーク接続をを変更する場合は、シームレスセットアップ完了後に実 
施してください。 

[?1 HDD の巧頭に未使用領域びある 

□ インストールした 0 S は Windows Server 2003ですか？ 

一 Windows Server 2003でシームレスセットアップを実行した場合、 HDD の先 
頭 8 MB が未使用領域となる場合がありますが、システム運用上、問題ありま 
せん。 

[?1 プ□ダクトキーを入力するタイミングびない 


□ Windows Server 2008の場合 

ーバックアップ DVD-ROM を使用してインス!ルする場合、プ□ダクト丰一の 
入力は必要ありません。バックアップ DVD-ROMJU 外の OS DVD-ROM を使用 
している場合は、プ□ダクト羊一の入力画面が、 "0 S セットアップ中"および 
"0 S インス I -ール後に表示される[マイク□ソフトソフトウエアライセンス条 
項]前"に2回表示されますのでメッセージじ従ってプ□ダクトキーを入力し 
てください。 

□ Windows Server 2003の場合 

ーバックアップ CD-ROM を使用してインス!-ールする場合、プ□ダクト丰一の 
入力は必要ありません。バックアップ CD-ROMt (外の 0 S CD-ROM を使用し 
ている場合は、プ□ダクト车一の入力画面が 0 S セットアップ中に表示されま 
すのでメッセージに従ってプ□ダクト车一を入力してください。 
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[?] Windows Server 2008をシームレスセットアップで I 旧をインストールした場合、 

下の機能がインス I "ールされている 

n Windows プ□セスアクティブ化サービス 

- プ□セスモデル 
一構成 API 

n リモートサーバ管理ツール 

- 役割管理ツール 

- Web サーバ川 S ) ツール 

一 IIS の基本機能をインス I -ールする場合は、上記の機能をインストールする必 
要があるため、有効になります。 

< Linux > 

[?] シームレスセットアップの[ディストリビユーシヨンの指赶画面で Red Hat 

Entperprise Linux 6 Server を選択できない。 

一 Red Hat Entperprise Linux 6 Server は、シームレスセットアップに対応して 
いません。本書の「マニュアルセットアップ」を参照してください。 

[?] シームレスセットアップ-インス I "ールキーが、どこに記載されているか見つか！5なし、 

一 Linux サービスセツト同捆の「はじめにお読みください」に記載されていま 
す。 


[? i 「Red Hat Enterprise Linux 5 Server」 、 「Red Hat Enterprise Linux AS/ES 4」 

のインストールディスク （「Red Hat Enterprise Linux 5.4 Server ( x 8 目 ) Install 

Disci 〜日」など}び Linux ヴービスセツトの中に見つか5ない 


一巨 TO (工場組み込み化荷)時には、インス I -ールディスクが 1 S 0 イメージとして 
Linux Recovery パーテ ィシ ョンに格納されています。 シーム レス セツトアツ 
プで「八ードディスクからのインス!-ール」を選択し再インス!-ールする場 
合は、格納されているに0イメージを使用するため、インス!-ールディスクの 
作成の手間が省けます。 

インス I —ルディスクの入手方まは 、 「Red Hat Enterprise Linux 5 Server イ 
ンストレーションサプリメントガイド」または 「Red Hat Enterprise Linux 4 
インストレーションサプリメントガイド」を参照してください。 

「 Linux メディアキ、ソト」を購入されたお客樹ま、インス!ルディスクが同捆 
されていますので、そちらをご利用ください。 

[?] BT 0 (工場組み込み出荷)時のノ\ー ドディスクに不明なノーティション(タイプ vfat ) び確 

保されている 

一 Linux を BT 0 (工場組み込み化荷)で購入された場合、 Linux の再インストール用 
に Linux Recovery パーティション(約 5 GB ) が磕保されています。 

Linux Recovery パーティションじは、再インストールに必要なインストール 
ディスクのに0イメージやドライバ、アプリケーションなどが格納されていま 
す。 

システム運用時に Linux Recovery パーティションが必要ない場合、 
LinuxRecovery パーティションを削除することができます。再インス I —ル 
時に必要になった場合には、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD から Linux 
Recovery パーティションを作成することができます。なお 、 Linux Recovery 
パーティションを作成するにはインス I -ールディスクが必要です。 
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[?1 既巧の Linux のパーティションを残したままシームレスセットアップできない 

ーシームレスセットアップでは、再インス I -ールを対象にしています。そのた 
め、既存の Linux パーティションを残したまま再インストールはできません。 
必要なデータをバックアップし、シームレスセットアップを行ってください。 

[?] BTOCT 場組み込み出荷) J きじ I 外のパーティション構成でシームレスセツトアップできな 


ーシームレスセットアップでは、パーティションレイアウトとして 「 BT 0 (工場 
組み込み化荷)時パターン1〜3」および「手動で設定する」を選択することが 
できます。 

シームレスセットアップ時に BTO (工場組み込み化荷)時 W かのパーティション 
構成でインストールするには、 STEP 7( 149ぺージの手順12を参照)の[パー 
ティション- パッケージの設定]画面で「手動で設定する」を選択してくださ 
し、その後、画面の指示に従い操作を行い、インストール開始後表示される 
Linux の標準インストーラのパーティション設定画面(テキストモード)でパー 
ティショ ンを設定してください。 

[?1 Linux Recovery パーティシヨンをインストール時に削除できない 

ーシームレスセットアップの STEP 6(148 ぺージの手順11を参照)の[インストー 
ル方法の選択] 画面で rCD/DVD からのインス!ル」を選択するか、マニュ 
アルセットアップでインス I -ールしてください。 

[?1 シームレスセットアップ時にインス I "ールされるパッケージを知りたし、 

ーシームレスセットアップでは、目 TO (工場組み込み化荷)時と同じパッケージ構 
成でインストールされます。 

目 TO (工場組み込み化荷)時にインストールされるパッケージは 、 「Red Hat 
Enterprise Linux 5 Server インストレーシヨンサプリメントガイド」または 
「Red Hat Enterprise Linux 4 インストレーションサプリメントガイド」を参 
照してください。 

またはパッケージの選択画面 （149 ページの手順12を参照)で「こちら」をク 
リ、ソクすると、目 TO (工場組み込み化荷)時のパッケージー覧が表示されます。 

[?1 シームレスセットアップで r 実行する1ボタンをクリックし、再起動画面で再起動すると 

Linux 標準インストーラが起動し言語やキーボード設定をホめ S れる 

ーインス!-ールディスクの1枚目を挿入したまま再起動したためです。シームレ 
スセットアップの[実行する]ボタンをクリック後、最初の再起動時にはすベて 
の CD / DVD およびフ□、ソピーディスク /Flash FDD を取り出)して再起動してく 
ださい。 

すべての CD / DVD およびフ□、ソピーディスク / Flash FDD を取り化して再起動 
しても、言語や丰ーボードの設を画面になる場合は、「セットアップ前の確認 
事項じついて」 （142 ページ）を参照し、シームレスセットアップが可能な 
八ードウエア構成になっているかを磕認してください。 
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[?] シームレスセットアップで「実行ずる1ボタンをクリックし、ち起動画面で再起動ずると 

Linux 標準インストーラが起動しない 

一 rEXPESSBUILDERJ DVD またはフ□、ソピーディスク/円 ash FDD が挿入され 
たまま再起動された可能性があります。シームレスセットアップの[実行する 
] ボタンをクリ、ソク後、最初の再起動時にはすベての CD / DVD およびフ□、ソ 
ピーディスク / Flash FDD を取り化して再起動してください。 

すべての CD / DVD およびフ□、ソピーディスク / Flash FDD を取り化して再起動 
しても、 Linux 標準インストーラが起動しない場合、オプションボードなどに 
八ードディスクが接続され、ブートする八ードディスクが BT 0 (工場組み込み 
化荷)時と異なる可能性があります。 

目 TO (工場組み a み化荷)時と同じ構成に戻し、再度シームレスセットアップを 
行ってください。 

[?] シームレスセットアップでインストール時に 、 「Do you have a driver disk ?」 という 

メッセージび表示される 

一 Linux 用ドライバディスクを要求するメッセージです。事前に Linux 用ドライバ 
ディスクを用意し、上記メッセージが表示された場合 Linux 用ドライバディス 
クを挿入しインストールを継続してください。 

rEXPRESSBUILDERJ のトップメニューの rUmx 用ドライバディスクを作成 
する」で作成するか、シームレスセットアップ中に Linux 用ドライバディスク 
を作成することができます。または、「オートランで起動するメニュー」 (343 
ページ）から作成することもできます。 

[?] シームレスセットアップでインストール後、次のような現象び発生する。 

1. X Window System び起動しない （ startx コマンドび異常終了する）。 

2. コンソール端末に表示されるメッセージび文字化けする。 

3. X Window System は起動するび、キーボード設定び英字配列になっている。 

4. ネットワーク設定び行われていない 

一 Linux サービスセットじ添がされる「初期設定および関連情報じついて」を参 
照し、 Linux の初期導入設定を行って<ださい。 

[?] フ□ッピーディスクドライブまたは 、 Flash FDD の指定で " sda " を選択したが、エ 

ラー メッセージが表ちされる 

一 0 S が認識するフ□、ソピーディスクドライブまたは、円 ash FDD のデバイスを 
が " sda " と異なっている可能性があります。イ也のデバイス(通常はリストの一 
番最後のデバイスを)を選択して < ださい。 

[?] オプションの LAN ボードを増設して [Red Hat Enterprise Linux 5 Server」、「Red 

Hat Enterprise Linux AS/ES 4」をインストールすると、本体装置の LAN コネクタ 

にケーブルを接続し ethO 、 ethi を有効にしてもネットワーク接続びできない 

ーオプションの LAN ボードを増設した場合、本体装置の LAN ボードに付与される 
デバイスをが変更される場合があります。本体装置の LAN コネクタのデバイス 
さ)が変更されている場合、ケーブルの差し替え、またはネットワークの設定変 
要を行い、ネットワーク接続できることを確認してください。 
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[?1 インストール完了画面でシステムを再起動した時 、 「install exited abnormally -- 

received signall 1」というメッセージび表おされ、システムび再起動できない 

-> 本体装置の構成じより、インストール完了後の再起動時にエラーが発生し、シ 
ステムの再起動に失敗しています。 

0 S のインストールは正常に完了しているので、問題はありません。リセット 
(く Ct 「 l >+< Alt >+ く Delete 〉 キーを押す)または電源を OFF / ON し、本体装置を再 
起動してください。 


才ートランで起動するメニユーについて 

[?1 オンラインドキユメントび読めない 

n Adobe Reader が正しくインス I ルされていますか？ 

オンラインドキュメントの文書の一部は、 PDF ファイル形式で提供されてい 
ます。あらかじめ Adobe Reader をインストールしておいてください。 

n 使用している os は 、 WindowsXP SP 2 ですか？ 

一 SP 2 にてオンラインド车ュメントを表示しようとすると、ブラウザ上に下 
のような情報ノ \一が表示されることがあります。 

「セ羊ュリティ保護のため、コンピュータにアクセスできるアクティブコンテ 
ンツは表示されないよう 、 Internet Explorer で制限されています。オプション 
を表示するには、ここをクリックしてください...」 

この場合じ(下の手順にてド车ュメントを表示させてください。 

(1) 情報バーをクリックする。 

ショートカットメニューが現れます。 

(2) ショートカットメニューから、「ブ□ックされているコンテンツを許可」を選 
択する。 

「セ车ュリティの警告」ダイア□グボックスが表示されます。 

(3) ダイア□グボックスにて「はい」を選択する。 
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[?] メニューび表ちされない 

□ ご使用の 0 S は 、 Windows XPJU 降、または Windows 2003降ですか？ 

一 本プ□グラムは、 WindowsXPJU 降または Windows 2003降のオペレー 
ティ ングシステムじて動作させてください。 

一 Windows 2000の場合は、あらかじめ E 6.0をインストールしてください。 

一 Windows Server 2008 Server Core インストール環境には対応していませ 
/u 。 

n く Shif わ羊一を押していませんか？ 

一く5わげわ车一を押しながらディスクをセットすると、オートラン機能が丰ャン 
セルされます。 

n os の状態は問題ありませんか？ 

ーレジストリ設定やディスクをセットするタイミングによっては、メニューが 
起動しない場合があります。そのような場合は、エクスプ□ーラから「マイ 
コンピュータ」を選択し、セットした DVD ドライブのアイコンをダブルク 
リックしてください。 

[?] メニュー頂目がグレイアウトされている 

n ご使用の環境は正しいですか？ 

一実行するソフトウェアによっては、管理者権限が必要だったり、本装置上で 
動作することが必要だったりします。適切な環境にて実行するようにしてく 
ださい。 

[?1 メニューび夏語で泰をされる 


n ご使用の環境は正しいですか？ 

-> オペレーティングシステムが英語バージョンの場合、メニューは英語で表示 
されます。日本語メニューを起動させたい場合は、日本語バージョンのオペ 
レーティングシステムにて動作させてください。 


ExpressPicnic について 


[?] ExpressPicnic び起動できない 


一 ExpressPicnic は、 「 Microsoft ® HTML Application host 」 で実行する必要が 
あります。起動しない場合は、下記の手順で 「 Microsoft ® HTML 
Application host 」 の関連がけを行ってください。 

(1) Windows のスタートメニューから[ファイルをを指定して実行]を選択す 
る。 


に） % windir %¥ system 32¥ mshta.exe /register と入力する。 
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ESMPRO について 


ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）について 


一添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD 内のオンラインド车ュメント 

「 ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）インストレーシヨンガイド」でトラ 
ブルの回避方まやその他の補足説明が記載されています。参照してください。 

ESMPRO/Server Agent (Linux 版）について 


一添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD 内のオンラインド羊ュメント 
忙 SMPRO / Se 「 ve 「 Agent ( Umx 版)ユーザーズガイド」、 ESMPRO / 
ServerAgent ( Linux 版）インストレーシヨンガイド」で詳しい使い方やその 
他の補足説明が記載されています。参照して<ださい。 

ESMPRO/ServerManager について 


一添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD 内のオンラインド羊ュメント 

「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manag げインストレーションガイド」でトラブルの回避方 
まやその他の補足説明が記載されています。参照してください。 
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情報提供ツール 「 NEC か5のお知らせ J 

[?] .NET Framework Version と01^降のインス!ル時に、情報提供ツール 「 NEC か 

5のお知らせ」を終了させる旨のメッセージび表示される 

一情報提供ツール 「 NEC からのおおらせ」をインス!ルしている環境で . NET 
Framework Version 2.0 降をインストールする場合、事前に情報提供ツー 
ル 「 NEC からのおおらせ」を終了させる必要があります。情報提供ツール 
「 NEC からのお知らせ」を終了させた後、改めて . NET Framework のインス 
I -ールを開始してください 。 .NET Framework インス!-ール終了後、情報提 
供ツール 「 NEC からのお知らせ」を起動させてください。修復-削除時も同 
様です。 


^7イル巧用中 


セツトアップを続行する前こ、 W 下のアプリケーションを開化ください。 

部陪端挪がわで 


[ +ヤンかレを》 ] I おがが巧 I に mm ] 


【情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」終了手順】 

(1) デスクトップに表示されている次の画面をクリ、ソクする。 


N 防からのわからせ 

ここをりけ的 して内巧をご巧記<だ ft ) 

、 _^ 

に）次の画面が表示されたら[キャンセル]をクリックする。 
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W 下のメッセージが表示される場合がありますが、[丰ヤンセル]をクリツ 
クしてください。 



(3) 次の画面が表示されたら[いいえ]をクリックする。 


一迎間なじ再度わがらせをま示しますか？ 




PaI 画面右下のタスクトレイに情報提供ツール 「NEC からのお知らせ」のアイコン 

のみ表示されている場合は、アイコンをクリックして手順2、手順3を実施して 
ください。 


t (上で、【情報提供ツール 「 NEC からのおおらせ」終了手順】は完了です。 

.NET Framework Version 2.0 JU 降のインス I ル後や修正-削除後、スター 
トメニューから [プ□グラム]をポイントし、 [ NEC からのお知らせ]から 
[ NEC からのお知らせ]をクリックし、再度情報提供ツール 「 NEC からのお知 
らせ」の実行、設定を実施してください。 
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RAID システム、 RAID コント□ーラについて 

RAID システムを構成している本体装置がうまく動作しないときや、管理ユーティリティが正 
しく機能しないときは次の点について磕認してください。また、該当する項目があったとき 
は、処理方まにしたがった操作をして<ださい。 

[?] 0 S をインス I ^ールできない 

n RAID コント□ーラのコンフィグレーションを行いましたか？ 

一 RRAID コン フィグレーショ ンユー ティ リ ティ 0 _si Software RAID 

Configuration Utility や WebBIOS、SuperBuild Utility ) を使って正しく〕ン 
フィグレーションしてください。 

n バーチャルディスクを作成しましたか？ 

一 LSI Software RAID Configuration Utility や WebBIOS、SuperBuild Utility を 
使ってバーチャルディスクを作成してください。 


[?1 0 S を起動できなし、 

n RAID コント□ーラの BIOS 設定が変更されていませんか？ 

一 RAID コンフィグレーションユーティリティ 0 _SI Software RAID 

Configuration Utility 、 WebBIOS や SuperBulid Utility ) を使って正しく設走!し 
てください。 

n POST で RAID コント□ーラを認識していますか？ 

-> RAID コント□ーラが正しく接続されていることを認識してから電源を on にし 
てください。 

- 正しく接続していても認識されない場合は、 RAID コント□ーラの故障が考え 
られます。契約されている保守サービス会社、または購入された販売店へ連 
絡してください。 

n RAID コント□ーラがまっすぐ奥まで PCI ス□、ソトに実装されていますか？ 

一正し<実装して<ださい。 

n RAID コント□ーラを実装制限がある PCI ス□、ソトに実装していませんか？ 

-> 本体装置の実装制限を磕認後、正しいス□、ソトに実装してください。 

上記の処置を実施してち認識されない場合は、 RAID コント□ーラの故障が考えられま 
す。契約されている保守サービス会社、または購入された販売店へ連絡してください。 

n 八ードディスクドライブが奥まで、しっかり実装されていますか？ 

一正し<実装して<ださい。 

n SAS ケーブルが正しく接続されていますか？（本製品との接続，八ードディスクド 
ライブとの接続，増設用 HDD ケージとの接続） 

一正しく接続してください。 

上記の処置を実施してち認識されない場合は、八ードディスクドライブの故障が考えら 
れます。契約されている保守サービス会社、または購入された販売店へ連絡してくださ 
い。 
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[?1 リビルドができなし、 

n リビルドする八ードディスクドライブの容量が少なくありませんか？ 

一故障した八ードディスクドライブと同じか、もしくは大きい容量の八ード 
ディスクドライブを使用してください。 

n 論理ドライブが、 RAIDO ではありませんか？ 

一 RAIDO には冗長性がないため、リビルドはできません。 FAIU こなった八ード 
ディスクドライブを巧換して、再度コンフィグレーション情報を作成し、イ 
ニシャライズを行ってからバックアップデータを使用して復旧してください。 

[?1 オートリビルドびできなし、 

n 八ードディスクドライブを交換（ホットスワップ）するときに十分な時間をあけま 
したか？ 

ーオートリビルドを機能させるためには、八ードディスクドライブを取り化し 
てから取りがけるまでの間に90秒 U 上の時間をあけてください。 

n 設をを間違えていませんか？ 

一 LSI Software RAID Configuration Utility を使って、才ートリビルドの設定:を 
磕認してください。 TOP メニュ— 「 Objects 」 一 「 Adapter 」 一 
「Auto Rebuild 」 

* WebBIOS にはオートリビルドの設をはありません。 

[?1 A - ドディスクドライプび Fail になった 

一契約されている保守サービス会なまたは購入された販売店へ連絡してください。 

[?1 Universal RAID Utility の物理デバイスの情報の一部び正しく表示されない 

一 LSI Embedded MegaRAID ™ をご使用の場合 、 Universal RAID Utility の物理デ 
バイスの情報の一部が正し<表示されない場合があります。 

[?1 A - ドディスクドライブがが瞳した 

一 契約されている保守サービス会社、または購入された販売店へ連絡してくだ 
さい。 

[?1 整合性チェックが実行できない 

n パーチャルディスクが 「 Degraded 」 になっていませんか？ 

一故障している八ードディスクドライブを巧換し、リビルドを実施してくださ 
い。 

n バーチャルディスクの RAID レベルが、 RAIDO ではありませんか？ 

一 RAIDO は冗長性がないため整合性チェックができません。 
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[?1 キャッシュモードをライトバックに設定できない 

一 Web 巨 IOS の Virtual Disks — Properties 画面の Policies 欄の 『 Write 』 は 、 RAID 
コント□ーラの丰ャッシュモード(現在値)を表示します。そのため、増設バッ 
テリが接続されていない構成や、増設パ、ソテリが異常な場合、充電が十分で 
はない場合は 、 『WBack ( Write 目 ack ) 』に設定しても、すぐに 『WThru 
(Write Through ) 』に表示が切り替わります。 

キヤ、ソシュモードについての説明は、2ハードウェア編の RAID システムのコ 
ンフィグレーシヨンの章を参照してください。 

[?] N 8103 -124 や N 8103 -13 目、 N 81 03-1 37増設バッテリび認識されない、または 

POST にて下記のメッセージが表示される 


The battery hardware is missing or malfunctioning , or the battery is 
unplugged , or the battery could be fully discharged . If you continue to 
boot the system , the battery-backed cache will not function . 

If battery is connected and has been allowed to charge for 30 minutes 
and this message continues to appear , then contact technical support for 
assistance . 

Press ‘ D ’ to disable this warning (if your controller does not have a battery ). 


n バ、ソテリパックとバ、ソテリボードを接続するケーブル、パ、ソテリボードおよびパ、ソ 
テリコネクタとバッテリ制御ケーブル、それぞれが正しく接続されていますか？ 

一正しく接続してください。 

n バッテリを接続した直後ではありませんか？ 

ー バッテリの充電状態が低い場合に、バッテリが認識できない場合があります。 
24時間経過しても認識しない場合は一度システムを再起動してください。 

上記の処置を実施してち認識されない場合は、増設パ、ソテリの故障が考えられます。契 
約されている保守サービス会社、または購入された販売店へ連絡してください。 

[?] イベント ID 1 29について 


下のメッセージび Windows のイベント□グに登録される。 


イベントソース： 

msas 2 k 3 

イベント ID : 

129 

種類： 

警告 

説明： 

イベント 0(129) (ソース: nnsas 2 k 3 内）に関する説明が見つかりませ 
んでした。 

( t (降省略） 


一本メッセージが□グに登録されても、 0 S でリトライに成功しているため問題 
はありません。そのままご使用ください。 
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[?1 イベント ID 己0己について 

N 81 03-1 24増設や N 81 03-1 36、 N 81 03-1 37バッテリを搭載している場合、 

Universal RAID Utility の RAID □グ、および OS □グ ( Windows のイベント□グ、 

Linux の svsiog ) に於下のメッセージび登録される場合がありまず。 

イベントソース ： raidsrv 

イベント ID : 505 

種類： 警告 

説明： く RU 0505> に TRL : RAID コント□-ラ番号]バッテリの温度が高く 

なりました。 

上記のイベントが登録された場合は 、 Universal RAID Utility より RAID コント□ーラの 

车ャッシュモード(現在値)を磕認してください。 

ーキャッシュモード(現在値)が 『 Write 目 ack 』 の場合は、間題はありませんので 
そのままご使用<ださい。 

ーキャッシュモード(現在値)が 『Write Through 』 の場合は、バッテリのリフ 
レッシュ動作により一時的にバッテリの温度が上昇しています。本イベント 
により、リフレッシュ動作は一時停止しますので温度が下がり、リフレッ 
シュ動作を再開しますが、温度が下がるまでに時闇が掛かる場合があります。 
リフレッシュ動作の完了後、车ャッシュモード(現在値)が 『 Write 目 ack 』 に変 
わります。もし、24時間経過しても 『 Write 目 ack 』 に変わらない場合は、 

バッテリの不良が考えられます。バッテリを巧換して<ださい。 

[?] イベント ID 日08について 

N 8103 -124 増設バッテリ搭載時に 、 Universal RAID Utility の RAID □グ、および 

OS □グ ( Windows のイベント□グ、 Linux の svsiog ) に!^ソ下のメッセージび登録され 

み。 


イベントソース ： raidsrv 
イベント ID : 508 (800001 FC ) 

種類： 警告 

説明： く RU 0 508> [ CTRL : RAID コント日ーラ番号]バッテリの状態が不 

安定です。 

n 本メッセージが登録された場合は、15分ほど経過してから RAID コント□ーラの 
キャッシュモード(現在値)を磕認してください。もし羊ャッシュモード（現在値） 

が 『 Write 目 ack 』 であれば問題ありませんのでそのままご使用ください。 
キャッシュモード(現在値)が 『Write Through 』 の場合は、バッテリのリフレッ 
シュ動作が必要となります。契約されている保守サービス会社、または購入された 
販売店へ連絡して<ださい。なお、実施のためのツールならびじ手順書は弊社 Web 
サイトの]: i 下のページにあります。 

[ PC サーバサポート'|、言辛良] http :// support . express . nec . co . jp / pcserver / 

なお、本ツールはあくまでもバッテリのリフレッシュ動作のみにご使用ください。 
リフレッシュ動作開始から約9時間後を目処に、まだ 『 Write 目 ack 』 に切り替わら 
ない場合にはバッテリの不良が考えられます。 

n バッテリを増設した直後ではありませんか？ 

ーバッテリ増設直後はバッテリのリフレッシュ動作が完了するまで、本イベン 
卜が登録される場合があります。 
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[?1 アクセス LED が点ミ威ずる 

n 使用していないのじ、頻繁にアクセス LED が点滅する。 

ーパト□ールリードが動作した場合、特に使用していない状態でもアクセス LED が点滅 
します。なお、 SATA の八ードディスクドライブを使用している場合、 LED が点な状 
態となる場合があります。 




420 障善時の対処 


N81 90-1 27/131 /153/154円 breChannel〕 ント□-ラ 

について 

[?1 N 81 90- 127/131/153/154 FibreChannel をご使用の場合、デバイスマネージャ 

でのコント□ーラ名びコント□ーラごとに異なって表示される場合びある 


一 Windows Server 2008 R 2 /Windows Server 2008で N 8 190-127/131/153/ 
154 をご使用の場合、デバイスマネージャでのコント□ーラをがコント□ーラ 
ごとに異なって表示される場合がありまずが、動作上、問題はありません。 
また、 EXPRESS 目 UILDER じ格納されている、下のファイルを実行し再起動 
することで正しいコント□ーラをが表示されます。 


[Windows Server 2008 R 2 /Windows Server 200 8 x 64 Edition / 
Windows Server 2008共通] 

く光ディスクのドライブレター >: 

¥01 7¥ win ¥ winnt ¥ ws 2008 x 64¥ elxstor ¥ friendlyname.exe 
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障害情報の採取 


万一障害が起きた場合、次の方までさまざまな障害発生時の情報を採取することができます。 


W -0 • ly 降で説明ずる障害情報の採取については、保守ヴービス会社の保守員 

■to か5情報採取の依頼びあったときのみ採取してください。 

• 障害発生後に再起動されたとき、仮想メモリが不足していることを示ず 
メッセージび表示されることびありまずび、そのままシステムを起動し 
てください。途中でリセットし、もう一度起動すると、障害情報び正し 
く採取でをません。 


イベント□グの採取 

装置に起きたさまざまな事象（イベント）の□グを採取します。 


W -0 STOP エラーやシステムエラー、ストールが起きている場台はいったん再起動 
■to してか5作業を始めます。 


1. コント□ールパネルから[管理ツール]-[イベントビユーア]をクリックする。 

2. 採取する□グの種類を選択する。 

[アプリケーション□グ]には起動していたアプリケーションに関連するイベント 
が記録されています。[セ羊ユリティ□グ]にはセ车ユリティに関連するイベン 
卜が記録されています。[システム□グ]には Windows のシステム構成要素で発生 
したイベントが記録されています。 

3. [操作]メニューの[□グファイルの名前を付けて保存]コマンドをクリックする。 



4. [ファイル名]ボックスに保存するアーカイブ□グファイルの名前を入力する。 

己.[ファイルの種類]リストボックスで保存する□グファイルの形式を選択し、 [0 K ] 
をクリックする。 

詳細については Windows のオンラインヘルプを参照してください。 
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構成情報の探取 （Windows Server 2003の場合) 

八ードウエア構成や内部設を情報などを採取します。 

情報の採取には「診断プ□グラム」を使用します。 


wO I^STOP エラーやシステムエラー、ストールび起きている場合はいったん再起動 
umS してか5作業を始めまず。 

1. スタートメニューから[ヘルプとサポート]をクリックする。 

2. ツールバーから[サポート]をクリックする。 

3. 隅連項目]から[システムの詳細情報]をクリックする。 

4. [システムの詳細情報を表示する]をクリックする。 

日.[ファイル]メニューの[エクスポート]コマンドをクリックする。 

目.[ファイル名]ボックスに保存するファイルの名前を入力する。 

7. [保存]をクリックする。 

ユーザーモードプ□セスダンプ（ワトソン博±の診断情報）の採取 

アプリケーションエラーに関連する彰断情報を採取します。 

詳しくは「導入編」の「ユーザーモードプ□セスダンプの取得方法」 （127 ページ）を参照し 
てください。 


メモリダンプの採取 

障害が起きたときのメモリの内容をダンプし、採取します。ダンプを DAT に保存した場合は、 
ラベルに rNTBackupJ で保ちしたか 「 ARCServe 」 で保存したかを記載しておいてくださ 
し^。彭断情報の保存先は任意で設をできます。詳しくは「メモリダンプ（デバッグ情報）の設 
定 」 （Windows Server 2003は113ぺージ）を参照してください。 
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wO • 保守サービス会社の保守員と相談した上で採取してください。正常に動 
■to 作しているときに操作するとシステムの運用に支障をきたすおそれびあ 

ります。 

• 障害の発生後に再起動したときに仮想メモリび不足していることを示す 
メッセージが表示される場合びありますび、そのまま起動してくださ 
し、。途中でリセットして起動し直すと、データを正しくダンプできない 
場合があります。 
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システムの修復 


-Windows Server 2008 R2, Windows Server 20 日 8 の場合 - 

何らかの原因でシステムを起動できなくなった場合は、システム回復オプションを使用してシ 
ステムの修復を行うことができます。ただし、この方法は詳しい知識のあるユーザーや管理者 
のもと実施してください。詳細については、オンラインヘルプを参照してください。 

-Windows Server 2003 x 目 4 Editions, Windows Server 2003 の場合 - 

何らかの原因でシステムを起動できなくなった場合は、回復コンソールを使用してシステムの 
修復を行います。ただし、この方法は詳しい知識のあるユーザーや管理者じ(外にはお勤めでき 
ません。詳細については、オンラインヘルプを参照してください。 



• システムの修復後、必ずシステムをアップデートしてください。また、 
Windows の場 S ホ、システムのアップデートに加え、各種ドライバを 
アップデートしてください。詳しくは 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に 
格納されている各 OS のインストレーシヨンサプリメントガイドの「シ 
ステムのアップデート」、「ドライバのインストールと詳細設定」を参照 
して < ださい。 

• 八ードディスクドライブび認識できない場台は、システムの修復はでき 
ません。 






424 保守ツール 


巧巧ッール 

保守ツールは、本製品の予防保守、障害解析を行うためのツールです。 


本書内の説明、および各種ツールのメ 、ソ セージにおいてフ □、ソ ピーディ 
スクに関する記述がありまずが、本製品はフ□、ソピーディスクドライブ 
を内蔵していません。 

オプションの Flash FDD を使用ずるか 、 USB FDD を使用してください。 


巧巧ツ_ルの起動方巧 


次の手順に従って保守ツールを起動します。 

1. 周辺機器、 Express サーバの順に電源を日 N にする。 

2. Express サーバの光ディスクドライブへ 「EXPRESSBUILDER」DVD をセット 
する。 

3. EXPRESSBUILDER が起動しなかった場合 r は、本装置を再起動する。 

DVD から]: i 下のようなメニューが起動します。 



两"〇 メニューの初期選択は ros installation 」 となっています。 

Ifai Boot selection メニュー表示後、10秒間操作び行われない場合は 、 「Os 
installation 」 び自動で起動します。 




















運用•保守編 425 


4. □—カルコンソールを使用する場合には 「Tool menu(Nornnal mode )」 を、コン 

ソールレスで使用する場合には 「Tool menu(Reclirection mode )」 を選択する。 
(コンソールレスについてはこの後の「コンソールレス」を参照してください。） 

下に示す Language selection メニューを表示します。 



ii "0 メニューの初期還択は 「 Japanese 」 となつています。 

Language selection メニュー表示後、己秒間操作び行われない場合は、 
「 Japanese 」 び自動で起動します。 


己. 「 Japanese 」 を選択する。 

「 Japanese 」 を選択すると次のツールメニューを表示します。 



□ ーカルコンソールを使用した場合 



6. 各ツールを選択し、起動する。 















426 保守ツール 


巧巧ツ_ルの機能 


保守ツールでは下の機能を実行できます。 

参 Maintenance Utility 

Maintenance Utility ではオフライン保守ユーティリティを起動します。オフライン保守 
ユーティリティは、本製品の予防保守、障害解析を行うためのユーティリティです。 
ESMPRO が起動できないような障害が本製品に起きた場合は、オフライン保守ユーティ 
リティを使って障害原因の磕認ができます。 


W -0 オフライン保守ユーティリティは通常、保守員び使用するプ□グラムです。才 
フライン保守ユーティリティを起動ずるとメニュー中にヘルプ（機能や操作方 
法を示す説明）びありまずび、無理な操作をせずにオフライン保守ユーティリ 
テイの操作を熟知している保守サービス会社に連絡して、保守員の指示に従つ 
て操作して < ださい。 


オフライン保守ユーティリティを起動すると、 JU 下の機能を実行できます。 


- IPM 晴報の表示 


IPMKIntelligent Platform Management Interface ) におけるシステムイベント□グ 
( SEL )、 センサ装置情報 ( SDR )、 保守交換部品情報 ( FRU ) の表示や IPMI 情報のバック 
アップをします。 

本機能により、本製品で起こった障害やを種イベントを調査し、巧換部品を特定す 
ることができます。 

- 巨 IOS セ、ソトアップ情報の表示 

巨 IOS の現在の設定値をテキストファイルへ化力します。 

- システム情報の表示 

プ□セ、ソサ ( CPU ) や BIOS などに関する情報を表示したり、テキストファイルへ化力 
したりします。 

- システム情報の管理 

お客様の装置固有情報や設定のバックアップ（退撒をします。バックアップを行 
うことで、ボードの修理や交換の際に装置固有情報や設をを復旧できます。 



システム情報のバックアップ方法については、132ぺージで説明しています。 
なお、リストア（復旧）は操作を熟知した保ず員に(外は行わないでくださし、。 


- システム マネージ メント機能 

巨 MCX 巨 aseboard Management Controller ) による通報機能や管理 PC からのリモー 
卜制御機能を使用するための設定を行います。 
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• BIOS/FW Updating 

弊社 Web サイトの]: i 下のページで配布されるを種 BIOS/FW (ファームウェア）のアップ 
デートを使用して、本装置の BIOS/FW (ファームウェア）をアップデートすることがで 
きます。 


[ PC サーバサポート1、言報] http//support.express.nec.co.jp/pcserver/ 

を種目 IOS / FW のアップデートを行う手順は、配布される「を種目 IOS / FW のアップデー 
トモジュール」に含まれる 「 README . TXT 」 に記載されています。記載内容に従って 
アップデートを行ってください。 「 README . TXT 」 は Windows のメモ帳などで読むこと 
ができます。 


BIOS / FW のアツプデートプ □ グラムの動作中は本体の電源を OFF にしない 
■to でください。アップデート作業が途中で中断されるとシステムび起動でをなく 
なります。 


• ROM-DOS Startup FD 


ROM - DOS システムの起動用サポートディスクを作成します。 


• rest and diagnostics 

Test and diagnostics (システム診断）では本体上で各種テストを実行し、本体の機能 
および本体と拡張ボードなどとの接続を横査します。システム診断を実行すると、本体 
に応じてシステムチェック用プ□グラムが起動します。375ページを参照してシステム 
チェック用プ□グラムを操作してください。 

• System Management 

巨 MC (巨 aseboard Management Controller ) による通報機能や管理 PC からのリモート制 
御機能を使用するための設定を行います。 

このメニューから起動する機能は Maintenance Utility のシステムマネージメント機能か 
ら起動するちのと同じです。 






428 保守ツール 


コンソールレス 


保守ツールは、本体に车ーボードなどのコンソールが接続されていなくてもを種セツトアツ 
プを管理用コンピュータ（管理 PC ) から遠隔操作することができる「コンソールレス」機能 
を持っています。 


• 本装置 m がのコンピュータおよび他の Express 己800シリーズに使用し 

ないでください。故障の原因となります。 

参 コンソールレスでは、 「 Bootselection 」 メニュー中の 「Tool 

menu(Redirection mode )」 を還択してください。その他を選択して 
も管理 PC には表示しません。 


起動方法 

次の2通りの方まがあります。 

• LAN 接続された管理 PC から実行する 

• ダイレクト接続に 0 M 目）された管理 PC から実行する 

起動方法の手順については、 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Mamge 「」 オンラインド羊ュメントを参照し 
てください。 


wnj • BIOS セットアップユーティリティの Boot メニューで起動順序を変えな 
■to いでください。光ディスクドライブび最初に起動するようになっていな 

いと使用でさません。 

• LAN 接続はマネージメント専用 LAN コネクタ、または Shared BMC 
LAN 機能使用時は LAN コネクタ1のみ使用可能です。 

• ダイレクト接続はシリアルポート B のみ使用可能でず。 

• コンソールレスで本装置を違隔操作するためには、操作する管理 PC と 
の通信方法や詳細な設定を保存した r 設定情報ファイル」を格納したフ 
□ッピーディスクを必ずフ□ッピーディスクドライブに挿入しておく必 
要があります。 r 設定情報ファイル」はツールメニューのシステムマ 
ネージメント機能や、 ESMPR 0 /BMC Confi 呂 uration または 
ESMPRO / ServerAgentExtension で作成することびできまず。「設 
定情報ファイル」はフ□ッピーディスクのルートディレクトリに必ず 
下のファイル名で作成してください。 

く設定情報ファイル名>: CSL . LESS.CFG 

• BIOS セットアップユーティリティを通常の終了方法 m がの手段属源 
OFF やリセット）で終了するとリダイレクションが正常にできない場台 
びあります。設定ファイルで再度設定を行ってください。 

• Windows Server 2008で COM のダイレクト接続を行う場台は、デ 
バイスマネージャで COM ポートを「無効」に設定して、リブートを実 
施してください。 
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BIOS 設を情報はじ TF の値にセットされます。 

• LAN Controller: [Enabled] 

• Serial Port A: [Enabled] 

参 Serial Port A I/O Address: [3F8] 

• Serial Port A Interrupt: [IRQ 4] 

参 Serial Port B: Enabled] 

参 Serial Port B I/O Address: [2F8] 

• Serial Port B Interrupt: [IRQ 3] 

• BIOS Redirection Port: [Serial Port B] 

参 Baud Rate: [19.2K] 

• Flow Control: [CTS/RTS] 

参 Console Type: [PC ANSI] 





430 電力制御機能に関するを意事項 


電力制御機能に関ずる注意事頃 

EXPRESSSC0PE エンジン2 (BMC) の コマンドラインインターフエースや ESMPR0/ 
ServerManager*^6. 本体装置の消費電力を制御することができます。本機能を使用するこ 
とで、サーバ消費電力の上限を低く抑えることができ、電力許容量が限られている設備環境に 
対してより多くのサーバを実装することが可能となります。 

設定方まについては EXPRESSSC0PE エンジン2のユーザーズガイドもしくは ESMPR0/ 
36「ソ6「1\/1311396「のオンラインへルプを参照してください。 


対応 OS にごいて 


電力制御機能は ACPKAdvanced Configuration and Power Interface) で定義されているプ〇 
セ、ソサのパフォーマンスステート （P-State) を利用しているため、 P-S ね te に対応した 0S が必 
要となります。装置のサポート 0 S のうち、次の 0 S にて電力制御機能を利用することができま 
す。 


電力制御機能対応 0S 


Windows Server 
Windows Server 
Windows Server 
Windows Server 
Windows Server 
Windows Server 
Windows Server 
Windows Server 
Windows Server 
Windows Server 
Windows Server 
Windows Server 


2003, Standard Edition(SP1JU 齡 
2003, Enterprise Edition(SP1JU 齡 
2003 R2, Standard Edition 
2003 R2, Enterprise Edition 
2003 R2, Standard x64 Edition 
2003 R2, Enterprise x64 Edition 
2008, Standard 
2008, Enterprise 
2008, Standard x64 
2008, Enterprise x64 
2008 R2, Standard x64 
2008 R2, Enterprise x64 


Red Hat Enterprise Linux 5 .似降 

Red Hat Enterprise Linux 5.4JU 降 （EM64T) 
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の0のスビードはシステム 



な巧こよって*做がはす。ブロた州は、がかルポ-卜な71巧 


□ジの日巧(の 2008/10/17 14:43:24 

タスクのカテ: IU の：ねし 
キづ一巧り： 

X/ビューが攻： WIN- …… PX5WY9B 


全おお乐田 i 


S 巧 

システム 


T カスタムむ一の化が.. 

カスタムむ一のイシポ — 卜… 
□。の巧モ… 

T 現なの叫ちフィルを.. 

圆プ□バティ 
媒巧を… 

y がシトにをおを巧け订呆… 
タスクをこの□ヴに潇巧… 

まモ I 

齒 尉斤の巧排に風斤 
因 ヘルプ I 

イベント'?. Kerne 卜 Proces … - 
圆イベ:/卜のプ□バティ 
涅 切。をこのが: /K こ添巧… 

堪コピ- I 

Q 遇巧1/こがシトが呆巧… 

固 民巧の培柿に弦斤 
百 んIレブ I 



夕 ♦! と fei 口 I 話 


ファイルの㈱がみ）表示(V) W レブ (H) 


Windows Server 2008で電力制御機能を利用するとイベントビューアじ次のようなイベント 
□グが登録されますが、装置側で P - S ね te を制御しているために登録されるイベント□グであ 
り、動作に問題はありません。 


Windows Server 2008ほ用時の留意点 



























432 移動と保管 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリを取りがさ なし、 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


移動と保管 


本体を移動-保管するときは次の手順に従ってください C 



A ミ主意 


装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 


などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 


明をご覧ください。 

A 

参 

1人で持ち上ばない 

参 

中途半端に取り付けない 

参 

指を挟まない 


参 

高温ま意 


フ□アのレイアウト変更など大掛かりな作業の場台はお買い上げの販売 
店または保守サービス会社に連絡してください。 

八ードディスクドライブに保存されている大切なデータはバックアップ 
をとつておいて < ださい。 

J \- ドディスクドライブを内蔵している場台は A — ドディスクドライブ 
に衝撃を与えないようにま意して本体を移動させてください。 

再度、運用する際、内蔵機器や本体を正しく動作させるためにも室温を 
保てる場所に保管することをお勧めします。 

装置を保管する場合は、保管環境条件（温度：-1〇で〜已5で、湿度： 
20%〜80%)を守って保管してください（ただし、結露しないこと)。 


本体にディスクをセットしている場合は取り出す。 

本体の電源を日 FF ( P 日 WER ランプ消灯）にする。 

本体に接続している電源コードをコンセントから抜く。 

本体に接続しているケーブルをすべて取り外す。 

本体に傷がついたり、衝撃や振動を受けたりしないよラしっかりと徊包する。 


警告 


池® 戀 
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輸送後や保管後、装置を再び運用する場合は、運用の前にシステム時計の確 
認•調整をしてください。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守ヴービス会社に保守を依頼してくださし、。 
本装置および、内蔵型のオプション機器は、寒い場所か5暖かい場所に急に持 
ち込むと結露び発生し、そのまま使用ずると誤作動や故障の原因となります。 
装置の移動後や保管後、再び運用する場合は、使用環境に十分なじませてか5 
お使いください。 






434 ユーザーサポート 


ユーザーヴポート 

アフターサービスをお受けになる前に、保証およびサービスの内容について確認してくださ 
い。 


巧証にごいて 


本装置には『保証書』が添がされています。『保証書』は販売店で所定事項を記入してお渡し 
しますので、記載内容を磕認のうえ、大切に保管してください。保証期間中に故障が発生した 
場合は、『保証書』の記載内容にちとづき無償修理いたします。詳しくは『保証書』およびこ 
の後の「保守サービスじついて」をご覧ください。 

保証期間後の修理じついてはお買い求めの販売店、最寄りの弊社または保守サービス会社に連 
絡してください。 


• 體社製切が（サードパーティ）の製品、または體社び認定していない装 

置 3 置やインタフェースケーブルを使用したために起きた装置の故障につい 

ては、その責任を負いかねまずのでご了承ください。 

• 本体に、製品のお式 、 SERIAL No . (号機番号)、定格製造業者名、 
製造国び明記された銘板びトップカバーまたは装置前面のスライドタグ 
に貼ってあります。，販売店にお問い台わせずる際にこの内容をお伝えく 
ださい。また銘板の製造番号と保証書の保証番号が一致していません 
と、保証期間内に故障した場合でも、保証を受け5れないことがありま 
すのでご確認ください。万一違う場台は、販売店にご連絡ください。 


銘板 
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修埋に出される前に 


r 故障かな？」と思ったら、(下の手順を行ってください。 

1 . 電源コードおよび他の装置と接続しているケーブルが正しく接続されていることを 
確認します。 

2. 「障害時の対処 （378 ページ)」を参照してください。該当する症状があれば記載 
されている処理を行ってください。 

3. 本装置を操作するために必要となるソフトウェアが正しくインス I -ールされている 
ことを確認します。 

4. 市販のウィルス検出プ□グラムなどでシステムをチェックしてみてください。 

t (上の処理を行ってちなお異常があるときは、無理な操作をせず、お買い求めの販売店、最寄 
りの弊社または保守サービス会社にご連絡ください。その際にサーバのランプの表示やディス 
プレイ装置のアラーム表示もご磕認ください。故障時のランプやディスプレイによるアラーム 
表示は修理の際の有用な情報となることがあります。保守サービス会社の連絡先については、 
付録目「保守サービス会社網一覧」をご覧ください。 

なお、保証期闇中の修理は必ず保証書を添えてお申し込み<ださい。 


W -0 この装置は日本国内仕様のため、轉社の海が拠点で修理ずることはできませ 
Ifai ん。ご了承ください。 


修埋に出される時は 


修理に化される時は次のものを用意してください。 
n 保証書 

n ディスプレイ装置に表示されたメッセージのメモ 

n 障害情報（421ページに記載している情報などが含まれます。障害情報は保守サー 
ビス会社から指示があったときのみ用意してください。） 

n 本体•周辺機器の記録 

n 装置本体またはスライドタグに記載されている型番、号機番号 










436 ユーザーサポート 


補修用部品について 


本装置の補修用部品の最低保有期闇は、製造打ち切り後5年です。 


巧巧ヴービスについて 


保守サービスは弊社の保守サービス会社、および弊社が認をした保守サービス会社によっての 
み実施されますので、純正部品の使用はもちろんのこと、技術力においてちご安ムの上、ご都 
合に合わせてご利用いただけます。 

なお、お客様が保守サービスをお受けになる際のご相談は、弊社営業担当または代理店で承っ 
ておりますのでご利用ください。保守サービスは、お客様に合わせて2種類用意しております。 

保守サービスメニュー 


契約保守 サービス 

お客様の障害コールにより優先的に技術者を派遣し、修理にあたります。この保守方式は、 
装置に応じた一定料金で保守サービスを実施させていただくもので、お客様との間に維持 
保守契約を結ばせていただきます。さまざまな保守サービスを用意しています。詳しくは 
この後の説明をご覧 < ださい。 

未契約修理 

お客様の障害コールにより、技術者を派遣し、修理にあたります。保守または修理料金は 
その都度精算する方式で、作業の内容によって異なります。 


弊社では、お客様に合わせてさまざまな契約保守サービスを用意しております。サービスの詳 
細については、 「 NEC コーポレートサイト （ http :// www . nec . co . jp /) [サポート-ダウン日一 
り 一 [PC サー バ]」 の 「サポート情報」をご覧ください。 



• サービスを受けるためには事前の契約び必要でず。 

• ヴービス料金は契約ずる日数/時間帯により異なります。 











運用•保守編 437 


情報ヴービスにごいて 


本製品に関するご質問-ご柜談は「ファーストコンタクトセンター」でお受けしています。 

《電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 

ファーストコンタクトセンター 
TEL 日 3-34 己曰-己8日0 (イ t 表） 

受イ寸時閣/9:00〜12:00、13:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

お客様の装置本体を監視し、障害が発生した際に保守拠点からお客様に連絡する「エクスプレス通報 
サービス/エクスプレス通報サービス ( HTTPS )」 の申し a みに関するご質問-ご相談は「エクスプレ 
ス受がセンター」でお受けしています。 

《電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお痛かめの上、おかけください。 

エクスプレス受付センター 
TEL 01 20-22-3042 

受イ寸時闇/9:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

インターネットでも情報を提供しています。 

[NEC コーポレー トサ イト ] http://www.nec.co.jp/ 

製品情報やサポート情報など、本製品に関する最新情報を掲載しています。 

http://www.fielding.co.jp/ 

NEC フィールディング（株）ホームぺージ：メンテナンス、ソリューション、用品、施設 
工事などの情報をご紹介しています。 
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